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夏
に
十
分
な
成
果
が
得
ら

れ
た
人
も
い
れ
ば
、
反
省
点

が
多
い
と
感
じ
て
い
る
人
も

い
る
で
し
ょ
う
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
こ
れ
ら
を
土
台
と

し
て
秋
か
ら
の
飛
躍
に
つ
な

げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
、「
夏
の
ガ
ン
バ

リ
を
秋
に
活
か
す
」
を
テ
ー

マ
に
、
先
輩
た
ち
の
事
例
な

ど
も
紹
介
し
な
が
ら
、
い
く

つ
か
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い

き
ま
す
。

　
Ａ
さ
ん
は
、
夏
休
み
中
、

毎
日
昼
過
ぎ
に
起
き
て
夜
更

か
し
し
て
い
た
た
め
、
学
校

が
始
ま
っ
て
か
ら
朝
の
授
業

に
集
中
で
き
ず
に
苦
し
み
ま

し
た
。

　
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
は
、

学
習
効
率
に
直
結
し
ま
す
。

学
校
が
始
ま
れ
ば
自
然
に
戻

る
で
し
ょ
う
が
、
早
め
に
通

常
モ
ー
ド
に
切
り
替
え
る
意

識
が
大
切
で
す
。

　
ま
ず
は
起
床
・
就
寝
時
間

を
学
校
に
合
わ
せ
、
朝
食
を

し
っ
か
り
と
る
こ
と
か
ら
始

め
ま
し
ょ
う
。
生
活
の
安
定

が
、
秋
か
ら
の
学
習
の
土
台

に
な
り
ま
す
。

　「
夏
休
み
中
に
英
単
語
を

１
０
０
０
語
覚
え
る
予
定
だ

っ
た
の
に
、
半
分
も
で
き
な

か
っ
た
…
」
と
悔
や
む
の
は

Ｂ
さ
ん
で
す
。

　
し
か
し
、
過
ぎ
た
時
間
は

戻
り
ま
せ
ん
。
も
う
一
度
夏

休
み
を
や
り
直
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
反
省
は
必
要
で
す
が
、
過

去
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
る
の
は

良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で

は
前
に
進
め
な
く
な
り
ま

す
。
大
切
な
の
は
、
今
日
か

ら
ど
う
行
動
す
る
か
で
す
。

昨
日
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ

た
な
ら
今
日
か
ら
、
今
日
が

だ
め
な
ら
明
日
か
ら
。
常
に

前
を
向
い
て
歩
む
姿
勢
こ
そ

が
、
受
験
に
向
け
た
力
に
な

り
ま
す
。
振
り
返
り
は
受
験

が
終
わ
っ
て
か
ら
で
も
遅
く

あ
り
ま
せ
ん
。

Ｃ
さ
ん
は
、
毎
週
末
に
数

学
の
過
去
問
を
解
く
計
画
を

立
て
て
い
ま
し
た
が
、
突
然
出

さ
れ
た
「
月
曜
提
出
の
レ
ポ
ー

ト
」
に
時
間
を
取
ら
れ
、
計
画

が
崩
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
事
態
に
備
え
る

に
は
、
宿
題
や
課
題
は
常
に

出
る
も
の
だ
と
考
え
て
、
あ

ら
か
じ
め
余
裕
を
持
っ
た
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
む
こ
と
が

重
要
で
す
。
た
と
え
ば
、
週

の
前
半
は
学
校
の
課
題
に
集

中
し
、
後
半
は
受
験
勉
強
に

充
て
る
な
ど
、
柔
軟
な
計
画

が
有
効
で
す
。

　
宿
題
は
期
限
が
短
い
で
す

が
、
受
験
勉
強
は
長
期
的
な

取
り
組
み
で
す
。
今
日
の
予

定
が
明
日
に
ず
れ
て
も
、
１

週
間
単
位
、
１
か
月
単
位
で

見
れ
ば
大
き
な
支
障
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
短
期
と
長
期
の

バ
ラ
ン
ス
を
意
識
す
れ
ば
、

両
立
は
十
分
可
能
で
す
。

　
Ｄ
さ
ん
は
、授
業
中
に「
こ

れ
は
受
験
に
出
る
か
も
し
れ

な
い
」
と
思
っ
た
内
容
を
す

ぐ
に
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
、
帰

宅
後
に
確
認
す
る
習
慣
を
つ

け
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
学
校
で
習
う
内

容
は
、
す
べ
て
入
試
の
試
験

範
囲
に
含
ま
れ
ま
す
。
さ
ら

に
、
各
教
科
の
評
定
は
調
査

書
点
と
し
て
受
験
に
影
響
し

ま
す
。
つ
ま
り
、
授
業
そ
の

も
の
が
受
験
対
策
な
の
で
す
。

　
受
験
勉
強
で
は
１・
２
年

の
復
習
も
重
要
で
す
。
で
す

か
ら
３
年
生
の
内
容
は
、
授

業
中
に
完
全
理
解
を
目
指

し
、
疑
問
は
そ
の
場
で
解
決

す
る
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
定
期
考
査
は
あ
ら
か
じ
め

日
程
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

調
査
書
点
に
も
つ
な
が
る
の

で
早
め
に
準
備
に
と
り
か
か

り
ま
し
ょ
う
。
テ
ス
ト
前
か

ら
テ
ス
ト
終
了
ま
で
の
１
週

間
か
ら
10
日
間
は
、
問
題
演

習
な
ど
の
受
験
勉
強
を
一
時

的
に
ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
さ
せ
て

も
問
題
な
い
で
し
ょ
う
。

　
Ｅ
さ
ん
は
、
志
望
校
の
過

去
問
を
１
年
分
だ
け
解
い
て

み
た
と
こ
ろ
、
思
っ
た
以
上

に
記
述
問
題
が
多
い
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

記
述
対
策
を
重
点
的
に
進
め

る
方
針
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

　
過
去
問
に
取
り
組
む
時
期

に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
触

れ
て
き
ま
し
た
。
開
始
の
時

期
は
皆
さ
ん
の
志
望
校
や
現

在
の
実
力
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

要
素
に
よ
っ
て
異
な
る
で
し

ょ
う
。

　
た
だ
、
過
去
問
に
取
り
組

む
目
的
が
入
試
問
題
の
傾
向

を
知
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た

場
合
、
で
き
る
だ
け
早
い
方

が
い
い
で
し
ょ
う
。
出
題
の

パ
タ
ー
ン
や
、
よ
く
出
る
分

野
・
単
元
な
ど
が
知
れ
れ
ば

効
果
的
な
対
策
を
立
て
ら
れ

る
か
ら
で
す
。

　
夏
休
み
の
成
果
と
反
省

を
、
秋
か
ら
の
学
習
に
ど
う

活
か
す
か
。
そ
れ
が
受
験
成

功
へ
の
鍵
で
す
。
生
活
リ
ズ

ム
を
整
え
、
過
去
に
と
ら
わ

れ
ず
、
授
業
を
最
大
限
に
活

用
し
な
が
ら
、
受
験
勉
強
を

着
実
に
進
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
か
ら
の
勉
強
が
皆

さ
ん
の
未
来
を
変
え
ま
す
。

皆さん、夏休みは計画通りの勉強ができたでしょうか。
連日の猛暑で思うように進まなかった人がいるかもしれません。
でも大丈夫。これからは日に日に涼しさが増し、勉強もはかどることでしょう。
夏の成果と反省を元に、しっかりと実力を伸ばして行きましょう。

今月のテーマ

猛暑の夏から清涼の秋へ
今こそ活かそう、夏休みの成果と反省

「夏のガンバリを秋に活かす」

通
常
モ
ー
ド
へ
の

切
り
替
え
を
早
め
に

長
い
夏
休
み
が
終
わ

り
ま
し
た

過
ぎ
た
時
間
は
戻
っ

て
こ
な
い

宿
題
・
課
題
と
受
験

勉
強
の
両
立

授
業
を
受
験
勉
強
に

直
結
さ
せ
る

過
去
問
に
取
り
組
む

タ
イ
ミ
ン
グ

こ
れ
か
ら
の
勉
強
が

未
来
を
変
え
る
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特集 ジマンの部活ブカツのジマン  2・3面
　拓殖大学第一高校
　駒込高校
　立川女子高校

インターハイ開催　東京代表大活躍 3面
特集　この学校ここに注目 4面
　東京実業高校

カコモン攻略法 5面
模擬試験を活用しよう！ 6面
都立国語入試問題出典作品
総合文化祭
受験生の疑問に答えるQ&A 7面
東京入試情報 8面

フラ部では、週に３日ハワイアンフラを練習しています。コーチの指導の下、風や波、花など
の自然や親しい人への想いを表す振りと、笑顔を大切にして踊ります。部員同士でアドバイス
し合いながら一つの曲を仕上げ、チームとしての絆を深めています。高校生の目標は８月のフ
ラガールズ甲子園。鶴友祭では全員で発表をします。 （写真・文：学校寄稿）

川
村
高
校

　フ
ラ
ダ
ン
ス
部

フラガール甲子園に毎年参加
部活動PICKUP!!PICKUP!!
部活動
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勉
強
と
部
活
動
、
ど
ち
ら
も
全

力
で
取
り
組
む
駒
込
高
校
。
高
い

進
学
実
績
の
背
景
に
は
、
目
標
に

向
か
っ
て
や
り
遂
げ
る
生
徒
た
ち

の
強
さ
が
あ
っ
た
。

　
文
武
両
道
を
体
現
す
る
吹
奏
楽

部
で
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
を
担
当
す
る

眞
鍋
綾
香
さ
ん
（
柏
市
立
富
勢
中

学
校
出
身
）と
、パ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー

の
平
櫛
花
音
さ
ん
（
松
戸
市
立
常

盤
平
中
学
校
出
身
）
の
２
年
生
２

人
に
話
を
聞
い
た
。

　
吹
奏
楽
部
は
中
高
合
わ
せ
て
46

名
、
高
校
生
は
28
名
。
練
習
は
中

高
合
同
で
週
４
日
、
生
徒
主
体
で

活
動
し
、
パ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
を
中

心
に
技
術
を
磨
い
て
い
く
。
先
生

の
指
導
で
合
奏
練
習
を
行
い
、
こ

れ
ま
で
に
東
京
都
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
で
は
、
東
日
本
組
や
Ｂ
組

で
金
賞
・
銀
賞
を
受
賞
す
る
な

ど
、
健
闘
し
て
い
る
。

　
中
学
生
へ
の
指
導
も
高
校
生
が

積
極
的
に
担に

な

い
、
技
術
の
継
承
と

と
も
に
絆
が
深
ま
っ
て
い
く
の
も

特
長
の
ひ
と
つ
だ
。

　
今
年
の
夏
休
み
は
新
潟
県
六
日

町
で
３
泊
４
日
の
合
宿
を
実
施
。

コ
ン
ク
ー
ル
の
自
由
曲
『
レ
パ
ン

ト
の
海
戦
』
の
壮
大
な
歴
史
感
や

兵
士
の
想
い
な
ど
、
部
員
一
人
ひ

と
り
の
イ
メ
ー
ジ
を
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
に
書
き
な
が
ら
世
界
観
を

共
有
。「
演
奏
に
臨
場
感
が
出
る

よ
う
に
な
っ
た
」
と
成
果
を
話
し

て
く
れ
た
。

　「
コ
ン
ク
ー
ル
後
は
文
化
祭
の

準
備
で
す
」
と
２
人
。
吹
奏
楽
部

の
演
奏
機
会
は
多
く
、
入
学
式
や

新
入
生
歓
迎
コ
ン
サ
ー
ト
、
文
化

祭
、定
期
演
奏
会
、卒
業
式
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
学
校
行
事
で
演
奏
を

披
露
す
る
。「
卒
業
式
で
３
年
生

を
送
り
出
す
感
動
的
な
演
奏
が
心

に
残
っ
て
い
ま
す
」と
眞
鍋
さ
ん
。

数
々
の
学
校
行
事
を
彩
る
演
奏
を

通
し
て
、
学
校
か
ら
の
期
待
の
大

き
さ
が
部
員
の
喜
び
と
自
信
に
つ

な
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
一
方
で
、
勉
強
と
の
両
立
も
大

き
な
目
標
だ
。
通
学
の
電
車
で
単

語
を
覚
え
た
り
、
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト

で
宿
題
を
提
出
し
た
り
と
工
夫
を

重
ね
て
い
く
。「
定
期
テ
ス
ト
の

結
果
か
ら
『
こ
の
ま
ま
で
は
い
け

な
い
』
と
意
識
を
変
え
、
計
画
的

に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」と
平
櫛
さ
ん
。先
輩
や
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
か
ら
の
進
路
ア
ド
バ
イ
ス
も

心
強
い
支
え
。
同
じ
志
望
校
を
目

指
す
仲
間
と
刺
激
し
合
い
、
志
望

校
合
格
を
目
指
す
。

　
最
後
に
、
学
校
選
び
に
向
け
て

２
人
か
ら
「
学
力
や
進
学
実
績
だ

け
で
な
く
、
実
際
に
学
校
見
学
を

し
て
雰
囲
気
や
環
境
を
自
分
の
目

で
確
か
め
て
く
だ
さ
い
」
と
ア
ド

バ
イ
ス
。「『
好
き
な
こ
と
や
部
活

動
に
も
打
ち
込
め
る
か
ど
う
か
』

『
自
分
を
伸
ば
せ
る
場
所
か
』
を
、

ぜ
ひ
自
分
の
目
で
感
じ
と
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

駒
込
高
校

　吹
奏
楽
部
（
文
京
区
）

部
活
も
勉
強
も
妥
協
し
な
い『
文
武
両
道
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
』

　
多
摩
地
区
の
進
学
校
と
し
て
、

難
関
大
学
へ
の
合
格
者
を
多
数
輩

出
し
て
い
る
拓
殖
大
学
第
一
高

校
。
生
徒
た
ち
は
勉
強
と
部
活
動

を
両
立
さ
せ
な
が
ら
、
高
い
目
標

に
挑
戦
し
て
い
る
。

　
今
回
は
、
全
国
大
会
で
の
優
勝

経
験
も
あ
る
チ
ア
ダ
ン
ス
部
に
つ

い
て
、
２
年
生
の
藤
井
美み

璃り

さ
ん

（
西
東
京
市
立
田
無
第
四
中
学
校

出
身
）
と
吉
田
花
音
さ
ん
（
小
金

井
市
立
緑
中
学
校
出
身
）
に
話
を

聞
い
た
。

　
チ
ア
ダ
ン
ス
部
は
月
曜
か
ら
土

曜
の
放
課
後
毎
日
練
習
を
重
ね

る
。
練
習
時
間
は
日
に
よ
っ
て
異

な
る
が
、
部
員
の
体
調
管
理
を
徹

底
し
、
集
中
力
を
保
つ
た
め
の
工

夫
が
さ
れ
て
い
る
。

　
２
年
生
が
中
心
と
な
っ
て
基
本

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
か
ら
演
技
の
練

習
に
励
み
、
大
会
が
近
づ
く
と
外

部
コ
ー
チ
を
招
い
た
ハ
イ
レ
ベ
ル

な
指
導
も
実
施
す
る
。

　
今
年
は
春
に
３
年
生
が
引
退
し

２
年
生
中
心
の
チ
ー
ム
な
が
ら
、

「
全
国
高
等
学
校
ダ
ン
ス
ド
リ
ル

選
手
権
大
会
関
東
大
会
」
の
ジ
ャ

ズ
部
門Sm

all

編
成
で
堂
々
の

１
位
を
獲
得
。
３
年
生
不
在
の
不

安
を
抱
え
な
が
ら
も
、
そ
の
躍
進

は
自
信
と
な
り
、
現
在
も
夏
の
大

会
に
向
け
て
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り

練
習
に
励
ん
で
い
る
。

　

　
練
習
は
厳
し
い
が
、
二
人
が
大

切
に
し
て
い
る
の
は
「
ど
ん
な
時

で
も
笑
顔
」。
き
つ
い
場
面
こ
そ

お
互
い
に
「
で
き
る
よ
！
」
と
声

を
掛
け
合
い
、
同
時
に
ア
イ
コ
ン

タ
ク
ト
で
心
を
通
わ
せ
て
乗
り
越

え
て
き
た
と
話
す
。

　
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
良

か
っ
た
点
・
課
題
を
率
直
に
言
い

合
い
、
全
員
で
切
磋
琢
磨
す
る

チ
ー
ム
の
雰
囲
気
が
成
長
を
支
え

て
い
る
。
ま
た
、
部
内
に
は
大
会

出
場
の
た
め
の
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
も

あ
り
、
仲
間
で
あ
り
つ
つ
良
き
ラ

イ
バ
ル
で
も
あ
る
。
そ
れ
で
も
、

部
活
を
離
れ
れ
ば
休
日
に
は
皆
で

遊
ぶ
と
い
う
仲
の
良
さ
も
自
慢

だ
。

　
勉
強
と
部
活
の
両
立
に
は
苦
労

も
あ
っ
た
が
、
通
学
の
電
車
で
同

じ
拓
一
の
仲
間
が
単
語
帳
な
ど
勉

強
す
る
姿
を
見
て
自
分
も
頑
張
ろ

う
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
今
で
は

ス
キ
マ
時
間
も
有
効
に
活
用
で
き

て
い
る
と
語
っ
て
く
れ
た
。

　
最
後
に
、「
チ
ア
部
は
学
校
や

保
護
者
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
。

こ
れ
か
ら
も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
に
頑
張
り
た
い
」
と
語
っ
て

く
れ
た
。

　
９
月
13
日
・
14
日
の
文
化
祭
で

は
、
全
国
レ
ベ
ル
の
演
技
を
披
露

（
チ
ア
ダ
ン
ス
部
公
演
は
14
日
の

み
）。
ぜ
ひ
そ
の
情
熱
と
笑
顔
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
直
接
ご
覧
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
学
校
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ジマンジマンのの部活部活　　ブカツブカツのの自慢自慢
勉強だけじゃ物足りない　部活に打ち込む先輩達!!

拓
殖
大
学
第
一
高
校

　チ
ア
ダ
ン
ス
部
（
武
蔵
村
山
市
）

輝
く
笑
顔
で
全
国
制
覇
へ
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今回は今回は  部活特集 部活特集 です!!です!!

競技 種目 結果 高校 名前

陸上

男子400m 1 城西 小沢　耀平
男子110mハードル 1 東京 古賀　ジェレミー
男子110mハードル 2 明星学園 冨永　笙ノ介
男子5000m競歩 3 東京 井上　隼太朗
男子ハンマー投 3 保善 北　翔太
男子やり投 3 堀越 ボンゴーラン　ジョセフ瑛
男子八種競技 2 東京 手島　敬汰
女子円盤投 3 東京 村山　ジョイ希望

少林寺拳法 男子組演武 3 城北 城武・鶴田

レスリング

男子学校対抗 1 自由ケ丘学園
男子51kg級 1 文化学園大杉並 広橋　悠貴
男子55kg級 ベスト４ 自由ケ丘学園 坂本　広
男子60kg級 1 自由ケ丘学園 薬野　柑太
男子80kg級 2 文化学園大杉並 秋保　大地
男子125kg級 1 自由ケ丘学園 リボウィッツ　和青
女子46kg級 ベスト４ 安部学院 山本　はるあ
女子50kg級 1 自由ケ丘学園 小川　舞
女子62kg級 2 帝京 吉川　華奈

バスケットボール 男子 2 八王子学園八王子
弓道 女子個人 3 芦花 松永　ひなた
自転車競技 男子ポイント・レース 3 佼成学園 月見里　櫂

なぎなた
個人 1 富士 関　笙乃
演技 2 城東 片岡・山本

相撲
個人 1 目黒日大 沢田　一輝
個人 ベスト４ 足立新田 甲斐田　龍馬
個人80kg級 ベスト４ 日体大荏原 二宮　颯祐

ウエイトリフ
ティング

男子81kg級スナッチ 3 東亜学園 池田　健心
男子81kg級クリーン＆ジャーク 1 東亜学園 池田　健心
男子81kg級トータル 2 東亜学園 池田　健心
男子102kg級スナッチ 2 東亜学園 荒木　馨尭
男子102kg級クリーン＆ジャーク 2 東亜学園 荒木　馨尭
男子102kg級トータル 2 東亜学園 荒木　馨尭

フェンシング

男子学校対抗 1 東亜学園 田中・小笠原・小橋川
男子フルーレ 1 東亜学園 田中　拓進
女子学校対抗 ベスト４ 東亜学園 谷村・北村・杉野
女子エペ 2 東亜学園 杉野　絢華
女子フルーレ ベスト４ 東亜学園 谷村　星奈

バレーボール 男子バレーボール ベスト４ 駿台学園
ハンドボール 女子ハンドボール 2 白梅学園

空手道

男子団体組手 ベスト４ 保善 小松・板橋・庄山
男子個人組手 3 世田谷学園 末広　一晴
女子個人組手 3 帝京 松浦　舞世
女子個人形 3 八雲学園 杉野　玲花
女子個人形 2 八雲学園 小林　実紗

体操競技 男子ゆか 2 日体大荏原 畠山　浩也

新体操

男子個人 2 国士舘 村山　颯
男子ロープ 2 国士舘 村山　颯
男子クラブ 3 国士舘 村山　颯
女子フープ 3 聖ドミニコ学園 田中　美帆

アーチェリー 女子個人 1 足立新田 大井　梨世
ボクシング ミドル級 ベスト４ 駿台学園 和田　琉太

柔道

男子団体 1 国士舘 高橋・佐藤・川端（惇）・長野・林
男子60kg級 ベスト４ 足立学園 石川　一虎
男子66kg級 2 足立学園 嶋貫　蓮
男子73kg級 2 修徳 横尾　優空
男子100kg超級 2 国士舘 長野　慎大
女子52kg級 ベスト４ 国士舘 山下　奈々 
女子78kg級 2 修徳 岩田　菜々子
女子78kg超級 1 国士舘 荻野　友里

水泳（競泳）

男子50m自由形 2 淑徳巣鴨 塩田　直也
男子100m自由形 3 筑波大付 小山　雄大
男子100mバタフライ 1 淑徳巣鴨 塩田　直也
男子200mバタフライ 3 武蔵野 飛知和　渉
男子4×100mフリーリレー 3 日大豊山 渡辺(陽)・清水・渡辺(悠)・野村
女子400m自由形 3 淑徳巣鴨 権田　三実
女子100m背泳ぎ 3 目黒日大 竹村　咲良
女子100mバタフライ 3 南多摩中教校 熊谷　美希
女子200mバタフライ 3 南多摩中教校 熊谷　美希

　
令
和
７
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会「
開
け
未
来
の
扉 

中

国
総
体 

２
０
２
５
」が
７
月
23
日
～
８
月
20
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
都
代
表
チ
ー
ム
（
団
体
）・
個
人
の
上
位
入
賞
等
を
紹
介
し
ま
す
。

 

※
敬
称
略
、
学
校
名
・
選
手
名
は
大
会
Ｈ
Ｐ
に
準
じ
ま
す

　
今
年
４
月
、
創
立
１
０
０
周
年

を
迎
え
た
立
川
女
子
高
校
。
記
念

す
べ
き
年
を
祝
う
装
飾
が
キ
ャ
ン

パ
ス
を
彩
り
、
校
内
は
祝
賀
ム
ー

ド
に
包
ま
れ
て
い
る
。
今
年
か
ら

は
新
し
い
制
服
も
導
入
さ
れ
、
生

徒
た
ち
は
自
分
ら
し
い
ス
タ
イ
ル

で
の
学
校
生
活
を
楽
し
ん
で
い

る
。

　
落
ち
着
い
た
環
境
の
中
、
生
徒

た
ち
は
学
業
や
部
活
動
に
真
剣
に

取
り
組
み
な
が
ら
、
将
来
へ
の
一

歩
を
踏
み
出
し
て
い
る
。
な
か
で

も
演
劇
部
は
、
都
大
会
、
関
東
大

会
、
そ
し
て
全
国
大
会
へ
と
進
出

す
る
実
力
派
。
都
内
で
も
高
い
評

価
を
受
け
る
こ
の
演
劇
部
の
魅
力

に
つ
い
て
、
副
部
長
の
川
島
凛り

ん

花か

さ
ん
（
３
年
・
北
区
立
滝
野
川
紅

葉
中
学
校
出
身
）に
話
を
聞
い
た
。

　
活
動
は
週
３
日
。
春
の
新
人

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
９
月
の
文
化

祭
、
10
月
の
全
国
総
合
文
化
祭
に

向
け
た
地
区
予
選
な
ど
に
向
け
て

稽
古
に
励
ん
で
い
る
。
今
年
は
８

月
末
の
１
０
０
周
年
記
念
式
典
の

ス
テ
ー
ジ
も
控
え
て
お
り
、
そ
の

準
備
も
進
め
て
い
る
と
い
う
。

　「
筋
ト
レ
や
発
声
練
習
、
部
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な

ど
、
見
た
目
は
運
動
部
と
変
わ
ら

な
い
く
ら
い
き
つ
い
で
す
」
と
川

島
さ
ん
は
笑
う
。
文
化
祭
で
上
演

す
る
台
本
は
、
生
徒
が
自
作
し
、

顧
問
の
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
な
が
ら
完
成
さ
せ
る
。
現
在
は

即
興
劇
を
取
り
入
れ
、
部
員
た
ち

と
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
い
る

最
中
だ
。

　
一
方
、
全
国
総
合
文
化
祭
に
向

け
た
脚
本
は
顧
問
の
先
生
に
よ
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
。
女
性
問
題
を
テ
ー

マ
に
し
た
作
品
が
多
く
、
女
子
高

生
が
演
じ
る
こ
と
で
、
観
客
の
心

に
届
く
表
現
を
目
指
す
。
演
出
や

舞
台
美
術
な
ど
も
、
す
べ
て
部
員

た
ち
が
協
力
し
て
作
り
上
げ
て
い

る
。

　
川
島
さ
ん
は
「
演
劇
部
で
の
経

験
が
、
授
業
中
の
発
表
や
進
学
の

た
め
の
面
接
練
習
で
も
自
信
を

持
っ
て
臨
め
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
語
る
。
演
技
に
つ
い
て
、
最
初

は
恥
ず
か
し
さ
も
あ
っ
た
が
、
真

剣
に
取
り
組
む
こ
と
で
自
然
と
消

え
て
い
っ
た
と
い
う
。

　
無
遅
刻
・
無
欠
席
を
貫
き
、「
自

分
を
育
て
た
い
」
と
い
う
思
い
で

活
動
を
続
け
て
き
た
川
島
さ
ん
。

部
員
全
員
が
同
じ
思
い
で
動
く
の

は
難
し
い
が
、「
良
い
舞
台
を
つ

く
り
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
は
共

通
し
て
い
る
。
先
輩
後
輩
の
垣
根

を
越
え
た
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲

気
が
、
率
直
な
意
見
交
換
や
良
い

作
品
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。

　
９
月
21
日
の
文
化
祭「
撫
子
祭
」

で
は
、
演
劇
部
の
ス
テ
ー
ジ
も
上

演
予
定
だ
。
彼
女
た
ち
の
真
剣
な

舞
台
に
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て

ほ
し
い
。

『
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
』開
催

夏
の
ヒ
ー
ロ
ー

夏
の
ヒ
ー
ロ
ー

ヒ
ロ
イ
ン
た
ち

ヒ
ロ
イ
ン
た
ち

東
京
代
表

東
京
代
表

大
活
躍
大
活
躍
!!!!

立
川
女
子
高
校

　演
劇
部
（
立
川
市
）

強
さ
の
秘
密
は
、演
劇
か
ら
学
ぶ「
自
信
」と
い
う
力
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過
去
問
題
集
（
カ
コ
モ
ン
）

を
買
う
の
は
ま
だ
？

Ｊ
　
…
二
人
は
来
春
に
高
校

受
験
を
迎
え
る
の
か
な
？

Ｅ
　
は
い
、
志
望
校
は
だ
い

た
い
決
ま
っ
て
い
る
ん
で
す

が
、
入
試
で
の
目
標
点
な
ど

が
わ
か
ら
な
く
て
…
。

Ｋ
　
ぼ
く
も
。

　
　

Ｊ
　
な
る
ほ
ど
…
君
た
ち
は

入
試
の
カ
コ
モ
ン
を
知
っ
て

い
る
か
な
？

Ｅ
　
は
い
、
東
京
都
立
高
校

過
去
問
題
集
を
近
所
の
書
店

で
見
か
け
ま
し
た
。

Ｋ
　
ぼ
く
も
。

Ｅ
　
で
も
、
ま
だ
解
き
始
め

る
の
は
早
い
か
な
と
思
っ
て

買
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。

Ｊ
　
ふ
む
…
そ
う
だ
な
、
ま

だ
問
題
は
解
か
な
く
て
い

い
。
し
か
し
、
カ
コ
モ
ン
は

入
試
問
題
が
載
っ
て
い
る
だ

け
で
は
な
い
の
だ
。
手
に
入

れ
て
お
け
ば
あ
ら
か
じ
め
研

究
す
る
こ
と
が
で
き
る
…
。

Ｋ
・
Ｅ

　
研
究
？
ど
う
い
う

こ
と
？

カ
コ
モ
ン
を
研
究
す
る
と
は

ど
う
い
う
い
う
こ
と
？

Ｅ
　
カ
コ
モ
ン
に
は
入
試
問

題
以
外
に
何
が
載
っ
て
い
る

の
？

Ｊ
　
志
望
校
合
格
を
す
る
た

め
に
必
要
な
情
報
は
何
か

…
。
た
と
え
ば
、
志
望
校
の

各
科
目
の
満
点
は
何
点
か
？

試
験
の
制
限
時
間
は
何
分

か
？
ど
ん
な
入
試
な
の
か
を

知
ら
ず
に
取
り
組
ん
で
は
な

ら
な
い
。
ま
ず
は
入
試
の
概

要
を
知
る
こ
と
が
高
校
入
試

を
攻
略
す
る
た
め
に
と
て
も

大
切
な
情
報
な
の
だ
よ
。

Ｅ
　
立
ち
向
か
う
相
手
の
姿

を
前
も
っ
て
知
っ
て
お
け
、

と
い
う
こ
と
ね
。

Ｋ
　
年
度
に
よ
っ
て
も
満
点

が
異
な
っ
た
り
す
る
の
？

Ｊ
　
ふ
ふ
…
カ
ズ
く
ん
と
や

ら
は
初
め
て
ま
と
も
な
セ
リ

フ
を
言
っ
た
な
。
満
点
や
試

験
時
間
が
毎
年
コ
ロ
コ
ロ
変

わ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
点

で
、
数
年
分
の
カ
コ
モ
ン
を

解
く
と
入
試
問
題
の
傾
向
に

慣
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｅ
　
な
る
ほ
ど
。

Ｊ
　
し
か
し
、
年
度
に
よ
っ

て
難
度
の
差
は
出
る
こ
と
が

あ
る
よ
。
そ
こ
で
、
カ
コ
モ

ン
に
は
、
各
年
度
の
問
題
の

教
科
別
の
平
均
点
が
記
載
さ

れ
て
い
る
よ
（
※
非
公
表
の

私
立
学
校
も
あ
り
ま
す
）。
こ

れ
も
重
要
な
情
報
と
な
る
。

入
試
本
番
で
は
、
必
ず
し
も

満
点
を
取
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
わ
け
で
は
な
い
。
合
格

と
い
う
目
標
を
設
定
す
る
上

で
も
基
準
と
な
る
情
報
だ
よ
。

Ｋ
　
そ
う
か
、
過
去
に
受
験

し
た
先
輩
た
ち
の
デ
ー
タ
を

元
に
自
分
の
志
望
校
合
格
に

必
要
な
得
点
を
あ
る
程
度
導

き
出
せ
る
か
も
し
れ
な
い
の

か
。

Ｅ
　
別
の
キ
ャ
ラ
が
登
場
し

た
の
か
と
思
う
く
ら
い
聡
明

な
セ
リ
フ
を
言
っ
た
わ
ね
。

エ
リ
ち
ゃ
ん
と
カ
ズ
く
ん
た

ち
は
カ
コ
モ
ン
を
買
っ
て
み

ま
し
た

Ｋ
　
カ
コ
モ
ン
を
買
っ
て
み

た
け
ど
問
題
ペ
ー
ジ
以
外
に

も
も
の
す
ご
い
量
の
情
報
が

あ
る
ん
だ
ね
。
公
立
高
校
の

カ
コ
モ
ン
で
は
入
試
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
選
抜
の
仕
組
み

な
ど
も
、
私
立
の
学
校
別
問

題
集
は
応
募
状
況
や
、
施

設
・
環
境
な
ど
大
学
進
学
状

況
な
ど
も
あ
る
。

Ｊ
　
そ
う
…
。
こ
の
一
冊
で

膨
大
な
情
報
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
。
単
な
る
問
題
集
で

は
な
い
の
だ
よ
。

Ｅ
　
私
、
ち
ょ
っ
と
解
い
て

み
た
の
。

Ｊ
　
ど
う
だ
っ
た
か
な
？

Ｅ
　
解
け
な
い
問
題
ば
か
り

だ
っ
た
…
。
今
ま
で
き
ち
ん

と
勉
強
し
て
き
た
つ
も
り
だ

っ
た
の
に
こ
ん
な
に
解
け
な

い
な
ん
て
…
。

Ｋ
　
焦
る
こ
と
は
な
い
よ
、

エ
リ
ち
ゃ
ん
。
復
習
が
重
要

だ
よ
。
ぼ
く
な
ん
て
カ
コ
モ

ン
を
ま
だ
解
い
て
も
い
な
い

ん
だ
か
ら
。

Ｊ
　
こ
れ
か
ら
入
試
ま
で
の

間
に
苦
手
分
野
を
い
か
に
つ

ぶ
し
て
い
く
か
を
考
え
る
の

だ
。
自
分
の
苦
手
分
野
は
明

確
に
で
き
た
か
ね
？

Ｅ
　
い
え
…
何
を
す
れ
ば
い

い
の
か
し
ら
？

Ｊ
　
解
説
は
読
ん
だ
か
な
？

Ｅ
　
解
説
？
あ
る
の
は
知
っ

て
い
た
け
ど
、
ま
だ
読
ん
で

い
な
い
わ
。

Ｊ
　
そ
う
か
、
で
は
ま
ず
解

説
を
読
む
と
こ
ろ
か
ら
始
め

よ
う
。
全
問
の
解
説
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
か
ら
、
自
分
の

間
違
え
た
問
題
の
解
説
を
読

む
の
だ
。
す
る
と
、
自
分
の

苦
手
な
分
野
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

Ｋ
　
で
も
、
解
説
を
読
む
だ

け
で
ど
う
や
っ
て
？

Ｊ
　
解
説
文
の
ペ
ー
ジ
に

は
、
大
設
問
ご
と
に
必
ず
単

元
名
が
書
か
れ
て
い
る
。
例

え
ば
数
学
な
ら
〔
平
面
図
形

―
円
〕と
か
、理
科
な
ら〔
中

和
と
イ
オ
ン
〕
な
ど
の
よ
う

に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

Ｋ
　
お
ぉ
、
本
当
だ
。

Ｊ
　
ま
た
、
カ
コ
モ
ン
に
は

２
０
２
４
年
度
以
前
の
全
問

の
正
答
率
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
も
の
も
あ
る
。
自
分
が
解

け
な
か
っ
た
問
題
で
も
正
答

率
が
低
け
れ
ば
復
習
の
優
先

順
位
が
低
い
場
合
も
あ
る
。

こ
の
見
極
め
が
大
事
だ
よ
。

Ｅ
　
解
説
を
読
ん
で
理
解
で

き
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
読
ん

で
も
難
し
い
な
ぁ
と
感
じ
る

問
題
も
あ
っ
た
わ
。
こ
れ
が

苦
手
分
野
な
の
ね
。
苦
手
分

野
や
単
元
が
分
か
っ
た
ら
、

学
校
の
教
科
書
や
復
習
用
の

教
材
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、

そ
の
ペ
ー
ジ
を
復
習
し
て
み

る
と
い
い
の
か
も
。

こ
こ
か
ら
が
大
事
！
カ
コ
モ

ン
で
し
っ
か
り
復
習
！

Ｊ
　
カ
コ
モ
ン
に
は
「
出
題

分
野
一
覧
表
」
が
載
っ
て
い

る
ペ
ー
ジ
が
あ
る
の
を
知
っ

て
い
る
か
い
？

Ｅ
　
そ
う
だ
っ
た
の
？

Ｊ
　
ま
た
、
教
科
別
の
「
出

題
傾
向
と
対
策
」
と
い
う
ペ

ー
ジ
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
カ

コ
モ
ン
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

過
去
数
年
分
の
問
題
の
出
題

分
野
が
ま
と
め
て
あ
る
よ
。

自
分
の
得
意
分
野
や
苦
手
分

野
を
把
握
で
き
る
。

Ｋ
　
そ
う
か
！
そ
の
表
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
入
試
に
よ

く
出
る
単
元
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
し
、
自
分
の
苦
手
分

野
を
つ
ぶ
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
。
ぼ
く
の
優
先
順
位

の
高
い
単
元
は
…
。

復
習
の
そ
の
後
…

Ｊ
　
ど
う
だ
い
、
復
習
は
進

ん
で
い
る
か
ね
？

　

Ｋ
　
ま
ぁ
ま
ぁ
。
で
も
、
進

ん
で
い
る
け
れ
ど
ま
だ
ま
だ

理
科
社
会
な
ど
で
時
間
が
か

か
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
。

Ｅ
　
私
は
だ
い
ぶ
入
試
問
題

に
慣
れ
て
き
た
わ
。
で
も
、

合
格
者
最
低
点
に
は
ま
だ
届

い
て
い
な
い
け
れ
ど
…
。

Ｊ
　
出
題
形
式
が
大
き
く
変

わ
る
こ
と
は
な
い
の
だ
か

ら
、
繰
り
返
し
解
い
て
慣
れ

る
よ
う
に
努
め
て
い
こ
う
。

Ｋ
　
経
験
値
も
大
事
っ
て
こ

と
だ
ね
。

Ｊ
　
キ
ミ
た
ち
は
、
カ
コ
モ

ン
の
「
出
題
傾
向
と
対
策
」

の
ペ
ー
ジ
に
あ
る
出
題
分
野

一
覧
表
に
は
、
次
年
度
の
出

題
予
想
が
出
て
い
る
の
は
知

っ
て
い
る
か
ね
？

Ｅ
・
Ｋ

　
そ
う
な
の
!?

Ｊ
　
毎
年
よ
く
出
題
さ
れ
る

単
元
や
分
野
が
チ
ェ
ッ
ク
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

よ
。
早
め
に
見
て
お
く
と
、

効
率
的
に
復
習
で
き
る
よ
う

に
な
る
の
だ
よ
。

Ｋ
　
わ
か
っ
た
！
勉
強
で
き

る
時
間
は
限
ら
れ
て
い
る
か

ら
、
こ
れ
ま
で
に
よ
く
出
題

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
け
集

中
的
に
勉
強
し
よ
う
！

Ｅ
　
カ
ズ
く
ん
、
絞
り
す
ぎ

て
も
ダ
メ
よ
！
よ
く
出
題
さ

れ
る
と
こ
ろ
は
も
ち
ろ
ん
幅

広
く
復
習
は
し
て
お
く
と
い

い
わ
よ
。

Ｊ
　
そ
う
だ
ね
。
こ
れ
ま
で

カ
コ
モ
ン
を
や
っ
て
み
て
、

い
ろ
ん
な
分
野
か
ら
出
題
さ

れ
て
い
る
の
は
気
づ
い
て
い

る
ね
。

Ｅ
　
今
ま
で
出
題
さ
れ
な
か

っ
た
分
野
も
押
さ
え
て
お
い

た
ほ
う
が
良
い
わ
ね
。

Ｋ
　
エ
ッ
ホ
、
エ
ッ
ホ
、
エ

ッ
ホ
、
エ
ッ
ホ
…
都
立
高
校

は
幅
広
い
分
野
か
ら
出
題
さ

れ
て
る
っ
て
伝
え
な
き
ゃ
♪

Ｅ
　
カ
ズ
く
ん
は
、
ス
マ
ホ

を
見
る
時
間
は
あ
る
っ
て
こ

と
は
わ
か
っ
た
わ
。

入
試
直
前
期
に
な
り
…

Ｋ
　
カ
コ
モ
ン
で
だ
い
ぶ
入

試
問
題
に
も
慣
れ
て
き
た
よ
。

一
度
解
い
た
問
題
も
解
き
直

し
を
し
て
自
分
の
知
識
や
テ

ク
ニ
ッ
ク
の
一
つ
と
し
て
身

に
つ
け
ら
れ
て
き
て
い
る
実

感
が
あ
る
！

Ｊ
　
ど
う
だ
い
？
目
標
点
に

届
き
そ
う
な
の
か
い
？

Ｅ
　
私
も
な
ん
と
か
ク
リ
ア

す
る
こ
と
が
出
来
そ
う
。
本

番
は
と
に
か
く
ミ
ス
を
し
な

い
よ
う
に
し
な
く
ち
ゃ
ね
。

一
つ
一
つ
の
問
題
を
大
切
に
。

Ｊ
　
で
は
、
キ
ミ
た
ち
の
志

望
校
合
格
を
私
が
占
っ
て
あ

げ
よ
う
。ど
れ
ど
れ
…（
と
、
水

晶
玉
を
怪
し
げ
に
見
つ
め
る
）

Ｅ
・
Ｋ

　
ド
キ
ド
キ
…
。

Ｊ
　
う
う
っ
！
こ
れ
は
…
。

Ｋ
　
ど
う
だ
っ
た
の
⁉
。

Ｊ
　
と
と
の
い
ま
し
た
。「
う

っ
か
り
ミ
ス
」
と
か
け
ま
し

て
…
。

Ｅ
・
Ｋ

　
あ
、
あ
れ
？
な
ぞ

か
け
が
始
ま
っ
た
ぞ
…
。

Ｊ
　「
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
人
気

映
画
」
と
解
き
ま
す
。

Ｋ
　
そ
、
そ
の
こ
こ
ろ
は
？

Ｊ
　
ど
ち
ら
も
…
。

Ｅ
　「
こ
う
か
い
」
す
る
で

し
ょ
う
！

Ｊ
　
う
っ
！

Ｋ
　
な
る
ほ
ど
！
「
後
悔
」

と
「
公
開
」
ね
！

Ｅ
　
…
ジ
ュ
ン
さ
ん
、
占
い

は
？

�

（
監
修
・
㈱
声
の
教
育
社
）

中
学
３
年
生
で
同
級
生
の
エ
リ
さ
ん
（
Ｅ
）
と
カ
ズ
く
ん
（
Ｋ
）
は
占
い

師
の
ジ
ュ
ン
さ
ん
（
Ｊ
）
に
高
校
受
験
に
つ
い
て
相
談
に
行
き
ま
し
た

東京都⑷

　初歩的な英語についての聞き取り・読解の能力や，
自分の考えなどを表現するコミュニケーション能力を
見る，というのが基本方針。具体的には，①英語を聞
いて，その具体的な内容や要旨を把握したり，聞き取
った事柄について英語で表現したりできるか，②英語
によるコミュニケーションを通して身近な問題を解決
できるか，また英語で情報を伝えたり表現したりでき
るか，③まとまりのある対話文や物語を読み，その流
れや要旨を把握したり，読み取った内容を英語で表現
したりできるか，となっている。

●出 題 の ね ら い

　問題の構成は昨年度とほぼ同じで，リスニングテス
ト１題を含む大問４題の出題である。1は対話やスピ
ーチの内容を答える問題で，簡単な英語で解答するも
のもある。やや長めの文章もあるが，難しい表現はな
く，わかりやすい内容といえる。2は表やグラフを見
て答える対話文での適語句選択問題と，Ｅメールにつ
いての内容真偽およびテーマ作文となっている。作文
は，与えられた条件で３つの英文を書くというもので，
メール文の中にある空所を埋める形式である。3・4

はそれぞれ会話文・物語の長文読解総合問題。設問の
形式は，英問英答，本文中の文を別の表現で具体的に
表すもの，本文の内容に合う英文をつくるものなどさ
まざまであるが，いずれも文章の内容を正しく理解し
ているかを問う設問ばかりである。

●何が出題されたか

　近年の問題は，いずれも「実際に使える生きた英語力」を試す良問といえる。したがって，来年もほぼ同
形式の問題が出題されるとみてよかろう。問題文に用いられる語句や文法事項は，ほとんどが基本的なもの
ばかりである。リスニングテストでは，やはり対話の内容把握が出題される可能性が高く，問いは５Ｗ１Ｈ
と呼ばれる疑問詞の問いが中心となろう。日常的な慣用表現の問題も必出である。長文読解は例年，会話文
と物語が１題ずつ出されている。内容は学生の生活や身近な社会問題などが多い。英作文は本年度に引き続
きテーマ作文が出題され，自ら積極的に英語で表現しようとする姿勢が重視されよう。

●はたして来年は何が出るか

　根本的には，平素の授業に地道に取り組んでいれば，十分に対応できる問題である。そこで，何よりもま
ず教科書を中１のものから丹念に復習し直し，基礎固めを徹底しよう。単語の綴りや文法事項を確かめなが
ら，教科書を何度も「音読」するのが望ましい。基本的な英文に慣れることこそ，速読速解力を養う大切な
第一歩である。また，会話でよく使う表現として，日常的な挨拶や電話・買い物・道案内での表現，依頼・
勧誘・許可・申し出などの表現，各種の疑問文と答え方などをノートにまとめておき，しっかり覚えよう。
さらに日頃から，習った表現を利用して身近な事柄を積極的に英語で表現するよう心がけたい。教科書以外
の副読本や問題集に取り組むときは，自分の力に合ったものから始め，徐々にレベルアップしていくのがよ
い。なお，リスニング対策としては，日頃から英語の発音に耳を慣らしておく必要がある。教科書用の音声
教材か，ラジオやテレビなどの基礎的な英語講座を毎日続けて聞くようにしよう。継続は力なりだ！

●どんな準備をすればよいか

分　 野　　　　　　　　　　 年　 度 2022 2023 2024 2025 2026
予想※

音

　

声

放 送 問 題 ● ● ● ● ◎
単語の発音・アクセント
文の区切り・強勢・抑揚

語
彙
・
文
法

単語の意味・綴り・関連知識
適語(句)選択・補充
書き換え・同意文完成
語 形 変 化
用 法 選 択
正誤問題・誤文訂正
そ　の　他

作

　
　

文

整 序 結 合

日本語英訳
適語(句)・適文選択
部分・完全記述

条 件 作 文
テーマ作文 ● ● ● ● ◎

会
話
文

適 文 選 択
適語(句)選択・補充 ● ● ● ● ◎
そ　の　他

長

　

文

　

読

　

解

内容把握

主題・表題
内 容 真 偽 ● ● ● ● ◎
内容一致・要約文完成 ● ● ■ ■ ◎
文脈・要旨把握 ● ● ● ● ◎
英 問 英 答 ● ● ● ● ◎

適語(句)選択・補充
適文選択・補充
文(章)整序
英文・語句解釈(指示語など) ● ● ● ● ◎
そ　の　他

●印：１〜５問出題，■印：６〜10問出題，★印：11問以上出題。
※予想欄　◎印：出題されると思われるもの。　△印：出題されるかもしれないもの。

英 語 出題傾向と対策　　 　●

〈英語出題分野一覧表〉 
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東京都⑸

　中学校で学習する領域全般にわたる基礎的・基本的
事項についての知識，理解，技能を見るとともに，数
学的な思考，処理，表現についての能力を見る，とい
うのがここ数年の出題方針のようである。具体的には，
数と式，関数，データの活用についての知識や理解と
技能，三角形や円などの平面図形や三角柱，四角錐な
どの空間図形の直観的な見方や論理的な考察力および
処理技能，さらに，事象を目的に応じて数理的にとら
え，見通しを立てて考察し処理する力などを見ること
をねらいとしている。

●出 題 の ね ら い

　出題構成は，大問５題，総設問数19問で，昨年と比
べ，内容的には大きな変化は見られない。
　1は数・式の計算，方程式，関数，確率，図形など
計９問の出題。基本的な知識や計算力を見るもののほ
か，作図問題もある。2は文字式の利用で，図形を利
用したもの。証明問題も出題されている。3は関数で，
一次関数に関するもの。直線上の点の x座標や直線の
式などを求める問題に加え，三角形の面積比を利用し
て x座標を求める問題もある。4は平面図形で，半円
と直線について問うもの。円周角や合同・相似な図形
などの理解が問われる。証明問題は，２つの三角形が
合同であることを示すもの。5は空間図形で，直方体
について問うもの。直方体の中にできる立体の体積や
三角形の面積が問われている。

●何が出題されたか

　今年同様，大問数が５題，うち１題が独立小問集合題で，総設問数が20問前後になるものと思われる。具
体的には，1は数・式と方程式の計算，関数，図形，データの活用などからの独立小問で，いずれも学校の
教科書レベルのもの。2以降は総合問題で，２題が図形(平面および空間)，１題が関数，あるいは関数と他
分野との融合題，そして残りが，事象を数理的に考察し処理する文章題になるものと予想されるが，これは，
文字式の利用に関する問題で，証明問題か途中の式や計算を書かせるものを含むものとなるだろう。難易度
も例年と同程度と見てよいだろう。また，図形の証明問題も今年と同様の出題になると思われる。

●はたして来年は何が出るか

　難度が高い問題が見られることもあるが，いずれも基礎の上に立つものであることはいうまでもない。過
剰な苦手意識は捨て，また，答えが出せればOKというやり方ではなく，正解に至る過程を大切にする学習
を心がけたいものである。ここ数年の出題傾向に対処する方策として，具体的には２本立ての学習を勧めた
い。まず第一は，基本学習の繰り返し(積み重ね)である。1のような得点源となる基本問題を十分にマスタ
ーしよう。また，確実に正解を得ることはもちろん，迅速さも要求される。ここで手間取っていたのでは，
後半の総合題に費やす時間がなくなってしまうからである。そして第二は，広い分野，特に方程式，関数，
図形での応用題，融合題を数多くこなすことである。総合題を解くことで，理解力，洞察力が深まり，さら
に数学的直観力を養うことにつながる。作図，証明問題も出題されるので，最低限，基本的なパターンは身
につけておくこと。合格のゴールは努力の先に見えてくるだろう。

●どんな準備をすればよいか

分　 野　　　　　　　　　　 年　 度 2022 2023 2024 2025 2026
予想※

数と式

数・式の計算，因数分解 ★ ★ ★ ★ ◎

数の性質，数の表し方

文字式の利用，等式変形 ■ ■ ■ ■ ◎

方程式の解法 ★ ★ ★ ★ ◎

方程式の解の利用

方程式の応用

関　数

比例・反比例，一次関数 ★ ★ △

関数 y＝ax² ● ● △

関数 y＝ax²とその他の関数 ★ ■ ◎

関数の利用，図形の移動と関数など

図　形

(平面）計　量 ★ ★ ★ ■ ◎

(平面）証明，作図 ■ ■ ■ ■ ◎

(平面）その他

(空間）計　量 ■ ■ ■ ■ ◎

(空間）頂点・辺・面，展開図

(空間）その他

データ
の活用

場合の数，確率 ● ● △

データの分析・活用，標本調査 ● ● ◎

その他
特殊・新傾向問題など

融合問題

●印:１問出題，■印:２問出題，★印:３問以上出題。
※予想欄　◎印：出題されると思われるもの。　△印：出題されるかもしれないもの。

数 学 出題傾向と対策　　 　●

〈数学出題分野一覧表〉 
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東京都⑻

　中学校３年間で学習した内容をふまえ，基礎的な学
習の到達度および理解度を見ることが出題のねらいと
されている。今年度は，まず一と二で漢字の読み書き
の能力を試し，三では文学的文章を読み，心情や表現
についての理解力を，四では論理的文章を読んで，文
章の論旨や段落の関係をとらえる力や表現力を，五で
は対談とそれに関する古文の引用がある文章を題材に
して，内容理解や，古典の基礎的な力を見ようとして
いる。言語事項に関する力・読解力・表現力など，広い
範囲にわたる総合的な国語力を試そうとする問題である。

●出題のねらい

　漢字の読み書きがそれぞれ１題ずつと小説の読解問
題が１題，論理的文章の読解問題が２題の計５題とい
う構成は例年どおり。まず一・二の漢字の読み書きは，
読み５問，書き取り５問の計10問。いずれもごく基本
的なものである。三は，オオタカのヒナの巣立ちを見
守る様子を題材とした小説の読解問題。心情・内容理
解に関する問いが中心である。四は，文化を累積的に進
化させることについて述べた論説文の読解問題。文章
の意味や理由を問う内容理解や，段落関係を問う設問
が出された。さらに課題文の内容から発展させた課題
について，自分の考えたことを述べる200字の作文が出
題されている。五は，和歌に関する対談と「六百番歌
合」を題材とした読解問題。現代文の内容理解の設問
が中心だが，古文に関する設問も含まれていた。

●何が出題されたか

　文章の基本的な読解力・表現力や言語事項に関する基礎的な力を試すという出題のねらいは，来年度も変
わらないと思われる。また漢字の読み書きが１題ずつ，文学的文章が１題，論理的文章の読解問題が２題
で，うち１題は古典を含む総合問題が１題という問題構成も大きくは変わらないであろう。文学的文章は小
説，論理的文章は論説文が出される可能性が高い。また古文は漢詩や和歌・俳句などだけでなく散文につい
ても問われることが十分考えられる。作文や記述式解答を求める設問は，来年度も今年度並みの割合で出題
されると考えておいた方がよいだろう。

●はたして来年は何が出るか

　出題のねらいが基礎学力を見ることに置かれているので，教科書から復習していくのがよい。現代文の読
解問題については，教科書の小説と論説文を中心にじっくり読んでみよう。小説では人物の心情を考えなが
ら，論説文は自分で要旨をまとめながら読んでいくとよい。教科書の復習が終わったら，市販の基礎的な問
題集に取り組もう。解答が記述式で解説の詳しいものを選ぶこと。また作文など記述式問題対策として，自
分の考えていることを的確に表現する力もつけておかなければいけない。新聞の社説やコラムなどを読ん
で，それに対する自分の考えを200字程度でまとめる練習がよいだろう。漢字は，小・中学校で習うものが
全て読み書きできるようにしておくこと。文法については，国語便覧などを使って知識の整理をし，余裕が
あれば基礎的な問題集に取り組んでおこう。古文・漢文については，教科書に出てきた作品を読み返した
り，受験生向けの現代語訳のついた本を読んだりして，文体に慣れておくことが大切だ。

●どんな準備をすればよいか

国語出題傾向と対策　　 　●

分　野　　　　　　　　　　 年　度20222023202420252026
予想※

現

代

文

論説文
説明文

主題・要旨
文脈・接続語・指示語・段落関係●●●●◎
文章内容●●●●◎
表　　　現●●◎

随筆
日記
手紙

主題・要旨
文脈・接続語・指示語・段落関係
文章内容
表　　　現
心　　　情

小説

主題・要旨
文脈・接続語・指示語・段落関係
文章内容●●●●◎
表　　　現●●●●◎
心　　　情●●●●◎
状況・情景

韻

文

詩
内容理解
形式・技法

俳句
和歌
短歌

内容理解●△
技　　　法

古
典

古文
古語・内容理解・現代語訳●●●◎
古典の知識・古典文法●△

漢文(漢詩を含む)

国
語
の
知
識

漢字
語句

漢　　　字●●●●◎
語句・四字熟語
慣用句・ことわざ・故事成語
熟語の構成・漢字の知識

文法
品　　　詞●●●●◎
ことばの単位・文の組み立て
敬語・表現技法

文学史
作文・文章の構成●●●●◎
その他●●◎

※予想欄　◎印：出題されると思われるもの。　△印：出題されるかもしれないもの。

〈国語出題分野一覧表〉 

東京都立／前付04-08（傾対）.indd   82025/03/24   14:56 東京都立／前付.indd   82025/05/16   15:12

東京都⑷

　初歩的な英語についての聞き取り・読解の能力や，
自分の考えなどを表現するコミュニケーション能力を
見る，というのが基本方針。具体的には，①英語を聞
いて，その具体的な内容や要旨を把握したり，聞き取
った事柄について英語で表現したりできるか，②英語
によるコミュニケーションを通して身近な問題を解決
できるか，また英語で情報を伝えたり表現したりでき
るか，③まとまりのある対話文や物語を読み，その流
れや要旨を把握したり，読み取った内容を英語で表現
したりできるか，となっている。

●出 題 の ね ら い

　問題の構成は昨年度とほぼ同じで，リスニングテス
ト１題を含む大問４題の出題である。1は対話やスピ
ーチの内容を答える問題で，簡単な英語で解答するも
のもある。やや長めの文章もあるが，難しい表現はな
く，わかりやすい内容といえる。2は表やグラフを見
て答える対話文での適語句選択問題と，Ｅメールにつ
いての内容真偽およびテーマ作文となっている。作文
は，与えられた条件で３つの英文を書くというもので，
メール文の中にある空所を埋める形式である。3・4

はそれぞれ会話文・物語の長文読解総合問題。設問の
形式は，英問英答，本文中の文を別の表現で具体的に
表すもの，本文の内容に合う英文をつくるものなどさ
まざまであるが，いずれも文章の内容を正しく理解し
ているかを問う設問ばかりである。

●何が出題されたか

　近年の問題は，いずれも「実際に使える生きた英語力」を試す良問といえる。したがって，来年もほぼ同
形式の問題が出題されるとみてよかろう。問題文に用いられる語句や文法事項は，ほとんどが基本的なもの
ばかりである。リスニングテストでは，やはり対話の内容把握が出題される可能性が高く，問いは５Ｗ１Ｈ
と呼ばれる疑問詞の問いが中心となろう。日常的な慣用表現の問題も必出である。長文読解は例年，会話文
と物語が１題ずつ出されている。内容は学生の生活や身近な社会問題などが多い。英作文は本年度に引き続
きテーマ作文が出題され，自ら積極的に英語で表現しようとする姿勢が重視されよう。

●はたして来年は何が出るか

　根本的には，平素の授業に地道に取り組んでいれば，十分に対応できる問題である。そこで，何よりもま
ず教科書を中１のものから丹念に復習し直し，基礎固めを徹底しよう。単語の綴りや文法事項を確かめなが
ら，教科書を何度も「音読」するのが望ましい。基本的な英文に慣れることこそ，速読速解力を養う大切な
第一歩である。また，会話でよく使う表現として，日常的な挨拶や電話・買い物・道案内での表現，依頼・
勧誘・許可・申し出などの表現，各種の疑問文と答え方などをノートにまとめておき，しっかり覚えよう。
さらに日頃から，習った表現を利用して身近な事柄を積極的に英語で表現するよう心がけたい。教科書以外
の副読本や問題集に取り組むときは，自分の力に合ったものから始め，徐々にレベルアップしていくのがよ
い。なお，リスニング対策としては，日頃から英語の発音に耳を慣らしておく必要がある。教科書用の音声
教材か，ラジオやテレビなどの基礎的な英語講座を毎日続けて聞くようにしよう。継続は力なりだ！

●どんな準備をすればよいか

分　 野　　　　　　　　　　 年　 度 2022 2023 2024 2025 2026
予想※

音

　

声

放 送 問 題 ● ● ● ● ◎
単語の発音・アクセント
文の区切り・強勢・抑揚

語
彙
・
文
法

単語の意味・綴り・関連知識
適語(句)選択・補充
書き換え・同意文完成
語 形 変 化
用 法 選 択
正誤問題・誤文訂正
そ　の　他

作

　
　

文

整 序 結 合

日本語英訳
適語(句)・適文選択
部分・完全記述

条 件 作 文
テーマ作文 ● ● ● ● ◎

会
話
文

適 文 選 択
適語(句)選択・補充 ● ● ● ● ◎
そ　の　他

長

　

文

　

読

　

解

内容把握

主題・表題
内 容 真 偽 ● ● ● ● ◎
内容一致・要約文完成 ● ● ■ ■ ◎
文脈・要旨把握 ● ● ● ● ◎
英 問 英 答 ● ● ● ● ◎

適語(句)選択・補充
適文選択・補充
文(章)整序
英文・語句解釈(指示語など) ● ● ● ● ◎
そ　の　他

●印：１〜５問出題，■印：６〜10問出題，★印：11問以上出題。
※予想欄　◎印：出題されると思われるもの。　△印：出題されるかもしれないもの。

英 語 出題傾向と対策　　 　●

〈英語出題分野一覧表〉 
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東京都⑸

　中学校で学習する領域全般にわたる基礎的・基本的
事項についての知識，理解，技能を見るとともに，数
学的な思考，処理，表現についての能力を見る，とい
うのがここ数年の出題方針のようである。具体的には，
数と式，関数，データの活用についての知識や理解と
技能，三角形や円などの平面図形や三角柱，四角錐な
どの空間図形の直観的な見方や論理的な考察力および
処理技能，さらに，事象を目的に応じて数理的にとら
え，見通しを立てて考察し処理する力などを見ること
をねらいとしている。

●出 題 の ね ら い

　出題構成は，大問５題，総設問数19問で，昨年と比
べ，内容的には大きな変化は見られない。
　1は数・式の計算，方程式，関数，確率，図形など
計９問の出題。基本的な知識や計算力を見るもののほ
か，作図問題もある。2は文字式の利用で，図形を利
用したもの。証明問題も出題されている。3は関数で，
一次関数に関するもの。直線上の点の x座標や直線の
式などを求める問題に加え，三角形の面積比を利用し
て x座標を求める問題もある。4は平面図形で，半円
と直線について問うもの。円周角や合同・相似な図形
などの理解が問われる。証明問題は，２つの三角形が
合同であることを示すもの。5は空間図形で，直方体
について問うもの。直方体の中にできる立体の体積や
三角形の面積が問われている。

●何が出題されたか

　今年同様，大問数が５題，うち１題が独立小問集合題で，総設問数が20問前後になるものと思われる。具
体的には，1は数・式と方程式の計算，関数，図形，データの活用などからの独立小問で，いずれも学校の
教科書レベルのもの。2以降は総合問題で，２題が図形(平面および空間)，１題が関数，あるいは関数と他
分野との融合題，そして残りが，事象を数理的に考察し処理する文章題になるものと予想されるが，これは，
文字式の利用に関する問題で，証明問題か途中の式や計算を書かせるものを含むものとなるだろう。難易度
も例年と同程度と見てよいだろう。また，図形の証明問題も今年と同様の出題になると思われる。

●はたして来年は何が出るか

　難度が高い問題が見られることもあるが，いずれも基礎の上に立つものであることはいうまでもない。過
剰な苦手意識は捨て，また，答えが出せればOKというやり方ではなく，正解に至る過程を大切にする学習
を心がけたいものである。ここ数年の出題傾向に対処する方策として，具体的には２本立ての学習を勧めた
い。まず第一は，基本学習の繰り返し(積み重ね)である。1のような得点源となる基本問題を十分にマスタ
ーしよう。また，確実に正解を得ることはもちろん，迅速さも要求される。ここで手間取っていたのでは，
後半の総合題に費やす時間がなくなってしまうからである。そして第二は，広い分野，特に方程式，関数，
図形での応用題，融合題を数多くこなすことである。総合題を解くことで，理解力，洞察力が深まり，さら
に数学的直観力を養うことにつながる。作図，証明問題も出題されるので，最低限，基本的なパターンは身
につけておくこと。合格のゴールは努力の先に見えてくるだろう。

●どんな準備をすればよいか

分　 野　　　　　　　　　　 年　 度 2022 2023 2024 2025 2026
予想※

数と式

数・式の計算，因数分解 ★ ★ ★ ★ ◎

数の性質，数の表し方

文字式の利用，等式変形 ■ ■ ■ ■ ◎

方程式の解法 ★ ★ ★ ★ ◎

方程式の解の利用

方程式の応用

関　数

比例・反比例，一次関数 ★ ★ △

関数 y＝ax² ● ● △

関数 y＝ax²とその他の関数 ★ ■ ◎

関数の利用，図形の移動と関数など

図　形

(平面）計　量 ★ ★ ★ ■ ◎

(平面）証明，作図 ■ ■ ■ ■ ◎

(平面）その他

(空間）計　量 ■ ■ ■ ■ ◎

(空間）頂点・辺・面，展開図

(空間）その他

データ
の活用

場合の数，確率 ● ● △

データの分析・活用，標本調査 ● ● ◎

その他
特殊・新傾向問題など

融合問題

●印:１問出題，■印:２問出題，★印:３問以上出題。
※予想欄　◎印：出題されると思われるもの。　△印：出題されるかもしれないもの。

数 学 出題傾向と対策　　 　●

〈数学出題分野一覧表〉 
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合格の
ための東京都 入試レーダー
受検者のみなさんへ

2025年度入試はどう行われたか

東京都内ではおよそ約200校の都立高校が入学者を募集し，現在約12万人の生徒が都立高校で学んで
います。各校は公立高校としての共通の基盤に立って一方向にかたよることなく教育の中立性を保ちな
がら，教育目標や指導の重点を定めて特色ある教育を展開しています。私立高校との比較でいえば，公
立であるため学費が安い，特定の宗教に基づいた教育はしない，などの違いがあげられます。
都立高校にはいろいろな種類の学校があります。それぞれの学校の特色を理解し，志望校選びをしま
しょう。なお，現在は学区制度がなく，どの学校にも同じ条件で出願できるようになっています。

全日制課程
　　　　　　普通教科(おおよそ中学校の9教科と考えてよい)の学習を中心とする。国公立や難関
私立大への進学実績の向上を目指した進学指導重点校・社会生活を送る上で必要な基礎的，基本
的学力をしっかり身につけるためのエンカレッジスクールなどもある。単位制の学校では，多様
な選択科目が準備され，自分の興味・関心のある分野を重点的に学ぶことができる。また，コー
ス制では，外国語や芸術など学習内容の重点化を図っている。
　　　　　　普通教科に加え，専門的な教科(農業・工業・科学技術・ビジネス・ビジネスコミュ
ニケーション・海洋国際・家庭・福祉・理数・芸術・体育・国際・産業)の学習を行う。進学型
商業高校(大田桜台高校・千早高校)，先端技術分野の学習と大学進学を目指す科学技術高校(科
学技術高校・多摩科学技術高校)，生産から流通まで一貫して学べる産業科高校(橘高校・八王子
桑志高校)などがある。
　　　　　　普通教科から，工業や商業・情報や美術などの専門教科まで，自分の興味・関心や進
路希望に応じて履修科目を選択し，幅広く学べる。現在，晴海総合高校・つばさ総合高校・杉並
総合高校・若葉総合高校・青梅総合高校・葛飾総合高校・東久留米総合高校・世田谷総合高校・
町田総合高校や王子総合高校がある。
定時制課程
　　　　　チャレンジスクール：午前・午後・夜間の各部からなる三部制で，普通科の科目以外
にも福祉や商業や美術などに関する専門的な学習ができる。
　　　　　　　　　夜間などの時間を利用して授業を行うもので，都内に勤務先がある者でも出
願できる。単位制普通科の学校には午前・午後・夜間の各部からなる三部制の昼夜間定時制高校
もある。専門学科には農業・工業・商業・産業・情報がある。

その他，通信制課程　中高一貫教育校　高等専門学校がある。

普通科

専門学科

総合学科

総合学科

普通科・専門学科

英語リスニングテストの音声について

〈アクセスコード〉ユーザー名：ｋｏｅパスワード：０４１９１使用期限：2026年3月末日

※コードの使用期限以降は音声が予告なく削除される場合がございます。あらかじめご了承ください。

リスニングテストの音声は、下記アクセスコード(ユーザー名／パスワード)により当社ホー
ムページ(https://www.koenokyoikusha.co.jp/pages/cddata/listening)で聞くことができます。
(当社による録音です）

東京都⑴

東京都立／前付01-03（入試レーダー）.indd   12025/02/26   11:46 東京都立／前付.indd   12025/05/16   15:12

東京都立／前付１折　オモテ（平台）

東
京
都
立
／
前
付
①
折
（
８
Ｐ
）
・
平
台

都立・出題傾向と対策（数学）

「
カ
コ
モ
ン
攻
略
法
」

「
カ
コ
モ
ン
攻
略
法
」

「
カ
コ
モ
ン
攻
略
法
」

「
カ
コ
モ
ン
攻
略
法
」
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ア
オ
ナ
ギ
の
巣
立
つ
森
で
は
　

に
し
が
き
よ
う
こ
／
著
　
小
峰
書
店
／
刊

こ
の
夏
の
星
を
見
る
　

辻
村
深
月
／
著
　
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
／
刊

な
ぜ
古
典
を
強
す
る
の
か
　

前
田
雅
之
／
著
　
文
学
通
信
／
刊

進
化
的
人
間
考
　

長
谷
川
眞
理
子
／
著
　
東
京
大
学
出
版
会
／
刊

　春
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
高
校
入
試
模
擬
試

験
、
も
う
受
験
し
ま
し
た
か
？

　よ
く
「
実
力
が
つ
い
て
か
ら
受
け
よ
う
」

と
い
う
人
も
い
ま
す
が
、そ
れ
で
は
ズ
ル
ズ
ル

と
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
し
、
ラ
イ
バ
ル
よ
り
も

実
戦
経
験
が
少
な
い
ま
ま
本
番
を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
志
望
校
が
ハ
ッ
キ

リ
と
決
ま
っ
て
い
な
く
て
も
、
夏
休
み
を
過

ご
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
弱
点
補
強
の

た
め
に
『
Ｖ
も
ぎ
』
な
ど
の
模
擬
試
験
を
活

用
し
ま
し
ょ
う
。

①
志
望
校
合
格
の
可
能
性
を
知
る

　
模
擬
試
験
を
受
験
す
る
と
「
志
望
校
に
合

格
で
き
る
可
能
性
は
ど
れ
く
ら
い
か
」
が
わ

か
り
ま
す
。
成
績
表
の
中
で
志
望
校
判
定
の

結
果
が
い
ち
ば
ん
気
に
な
る
人
も
多
い
で
し

ょ
う
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
を
見
て
一
喜
一

憂
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

判
定
結
果
は
あ
く
ま
で
も
そ
の
時
点
で
の
可

能
性
を
示
し
て
い
る
だ
け
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

仮
に
合
格
可
能
性
が
低
か
っ
た
と
し
て
も
、

そ
こ
か
ら
努
力
し
て
徐
々
に
志
望
校
合
格
へ

近
づ
い
て
い
け
ば
よ
い
の
で
す
。
反
対
に
、

良
い
判
定
が
出
た
と
し
て
も
、
油
断
せ
ず
に

努
力
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

②
本
番
の
雰
囲
気
に
慣
れ
る

　
入
試
本
番
の
雰
囲
気
が
味
わ
え
る
場
は
そ

う
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
学
校
で
の
定
期
テ
ス

ト
と
は
違
い
、
模
擬
試
験
で
は
知
ら
な
い
受

験
生
た
ち
に
囲
ま
れ
て
問
題
を
解
き
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
本
番
に
近
い
環
境
で
ア
ウ
ト
プ

ッ
ト
で
き
た
知
識
は
本
物
だ
と
言
え
ま
す
。

か
な
り
勉
強
し
た
つ
も
り
で
も
、
緊
張
の
た

め
な
か
な
か
答
え
が
出
な
い
こ
と
や
、
ケ
ア

レ
ス
ミ
ス
を
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
で
し

ょ
う
。
周
り
の
人
が
ペ
ン
を
走
ら
せ
る
音
、

ペ
ー
ジ
を
め
く
る
音
…
。
独
特
の
環
境
の
中

で
実
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
に
は
、

場
数
を
踏
ん
で
雰
囲
気
に
慣
れ
る
こ
と
が
い

ち
ば
ん
で
す
。

　
ま
た
、
試
験
は
時
間
と
の
勝
負
で
も
あ
り

ま
す
。
最
後
の
問
題
ま
で
取
り
組
め
る
よ
う

に
、
ペ
ー
ス
配
分
を
考
え
な
が
ら
模
擬
試
験

に
臨
む
こ
と
も
重
要
で
す
。「
全
科
目
で

１
０
０
点
を
取
ら
な
け
れ
ば
合
格
で
き
な

い
」
と
い
う
学
校
は
あ
り
ま
せ
ん
。
合
格
す

る
た
め
に
必
要
な
点
数
が
取
れ
れ
ば
よ
い
の

で
す
。
解
け
そ
う
も
な
い
難
問
に
多
く
の
時

間
を
費
や
す
の
で
は
な
く
、
正
解
で
き
る
問

題
で
確
実
に
得
点
す
る
こ
と
が
最
も
大
切
で

す
。
ど
の
よ
う
に
問
題
を
解
き
進
ん
で
い
け

ば
効
率
よ
く
得
点
で
き
る
の
か
、
模
擬
試
験

で
練
習
を
重
ね
て
本
番
に
活
か
し
ま
し
ょ
う
。

③
弱
点
を
把
握
し
得
点
力
を
伸
ば
す

　
皆
さ
ん
は
歯
科
検
診
で
虫
歯
が
見
つ
か
っ

た
ら
歯
医
者
さ
ん
で
治
療
し
ま
す
よ
ね
？
そ

れ
と
同
じ
よ
う
に
、
模
擬
試
験
も
受
け
た
後

の
ケ
ア
が
大
切
で
す
。
間
違
え
た
問
題
（
虫

歯
）
は
必
ず
見
直
し
（
治
療
）
を
し
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
次
に
同
じ
よ
う
な
問
題
に
出

会
っ
た
と
き
に
は
必
ず
正
解
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
、
こ
れ
に
よ
り
得
点
力
は
確
実
に

ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
模
擬
試
験
の
成
績
表
に
は
、
受
験

者
の
学
力
に
つ
い
て
教
科
ご
と
に
細
か
く
分

析
し
た
結
果
も
載
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら

自
分
の
弱
点
分
野
を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。
例

え
ば
、
全
受
験
生
の
正
答
率
が
高
い
（
他
の

受
験
生
の
多
く
が
正
解
し
て
い
る
）
の
に
自

分
が
間
違
え
て
し
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

れ
ば
、
そ
こ
が
あ
な
た
の
弱
点
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
こ
を
集
中
的
に
学
習
す
れ
ば
得
点

力
は
さ
ら
に
伸
び
ま
す
。
弱
点
分
野
を
な
く

す
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
志
望
校
合
格
に
グ

ッ
と
近
づ
き
ま
す
。（

監
修
：
㈱
進
学
研
究
会
）

こ
れ
か
ら
の
勉
強
を
よ
り
具
体
的
に

こ
れ
か
ら
の
勉
強
を
よ
り
具
体
的
に

模
擬
試
験
を
活
用
し
よ
う

模
擬
試
験
を
活
用
し
よ
う！！

文
化
部
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

文
化
部
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

総
合
文
化
祭

総
合
文
化
祭

　
都
立
高
校
の
国
語
の
問
題
で
は
、

大
問
３
は
小
説
読
解
、
大
問
４
は
論

説
文
読
解
、
大
問
５
は
対
談
形
式
の

古
典
の
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
入

試
問
題
に
慣
れ
る
た
め
に
も
、
出
題

の
ね
ら
い
を
意
識
し
て
過
去
の
出
典

作
品
を
読
む
こ
と
も
良
い
経
験
に
な

り
ま
す
。
朝
の
読
書
時
間
が
あ
る
生

徒
さ
ん
で
作
品
選
び
に
悩
ん
で
い
る

方
に
は
お
勧
め
で
す
。

出
典
作
品

出
典
作
品

都
立
国
語
入
試
問
題

都
立
国
語
入
試
問
題

　
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
は
、
全
国
の
高
校
生
が
参
加

す
る
国
内
最
大
規
模
の
芸
術
文
化
活
動
の
祭
典
で
す
。

　
総
合
開
会
式
や
パ
レ
ー
ド
に
加
え
、
19
の
規
定
部
門
と
４

つ
の
協
賛
部
門
で
成
果
発
表
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
参
加
校
は
約
３
千
校
、
都
道
府
県
代
表
の
高
校
生
約
２
万

人
が
集
い
、
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
披
露
し
交
流
を
深
め
ま

す
。

　
今
年
は
、「
か
が
わ
総
文
祭
２
０
２
５
」
と
し
て
香
川
県

で
７
月
末
に
６
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
京
都
か
ら
の
参
加
で
表
彰
さ
れ
た
学
校
と
生
徒
で
す
。

（
敬
称
省
略
）

■
パ
レ
ー
ド

　
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

　
グ
ッ
ド
パ
レ
ー
ド
賞
　
大
妻
高
校

■
日
本
音
楽

　
文
化
庁
長
官
賞
　
創
価
高
校

■
放
送

　
オ
ー
デ
ィ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
部
門

　
　
優
秀
賞
　
岩
倉
高
校

■
書
道

　
文
化
庁
長
官
賞
・
奨
励
賞

　
　
大
東
文
化
大
学
第
一
高
校

　
　
岡
田
紗
希

　
特
別
賞
　
都
立
井
草
高
校
　
植
松
莉
生

■
写
真

　
奨
励
賞
　
都
立
清
瀬
高
校
　
安
藤
大
騎

　
奨
励
賞
　
錦
城
高
校
　
海
老
由
衣
奈

　
奨
励
賞
　
都
立
武
蔵
村
山
高
校
　
佐
多
花
奈

■
囲
碁

　
女
子
個
人
戦
　
優
勝
・
文
部
科
学
大
臣
賞

　
　
女
子
聖
学
院
高
校
　
倉
谷
圭
乃

■
将
棋

　
男
子
団
体
戦
　
優
勝
・
文
部
科
学
大
臣
賞

　
　
海
城
高
校
　
佐
々
原
壮
╱
東
遼
太
朗
╱
藤
田
智
宏

　
女
子
団
体
戦
　
第
５
位

　
　
明
星
高
校
　
新
田
さ
く
ら
╱
伊
藤
栞
╱
高
山
友
里
絵

　
女
子
個
人
戦
　
優
勝
・
文
部
科
学
大
臣
賞

　
　
光
塩
女
子
学
院
高
等
科
　
岩
田
弓
芽

■
小
倉
百
人
一
首
か
る
た

　
競
技
の
部
　
最
優
秀
賞
・
文
部
科
学
大
臣
賞

　
東
京
都
読
手
コ
ン
ク
ー
ル
の
部
　
優
秀
賞

　
　
穎
明
館
高
校
　
石
飛
ら
ら

岩
倉
高
校
放
送
部

大問３ 大問４ 大問５

主題のねらい

文学的な文章を読み、叙
述や描写などに即して、
語句や文の意味、登場人
物の様子、心情などを正
しく理解する能力をみる。

説明的な文章を読み、叙述や文脈などに即して、
語句や文の意味、文章の構成及び要旨などを正し
く読み取る能力をみるとともに、考えが正確に伝
わるように構成を工夫しながら、相手や目的に応
じて自分の意見を論理的に表現する能力をみる。

対談を含め、古典を引用した複数の資料を読み、発言の意
図や役割を理解することを通して伝え合う力をみるとともに、
言葉の特徴や使い方、情報の扱い方、言語文化に関する知
識をみる。

令和７年
作者 にしがきようこ 中田星矢 前田雅之 河合隼雄、池田利夫

タイトル アオナギの巣立つ森では 「合う」のメカニズムを科学する：
（第７章）文化のバトンを受け継ぐコミュニケーション なぜ古典を勉強するのか 松浦宮物語と藤原定家

令和６年
作者 辻村深月 長谷川眞理子 久保田淳・俵万智 馬場あき子
タイトル この夏の星を見る 進化的人間考 百人一首　言葉に出会う楽しみ 埋れ木の歌人

令和５年
作者 清水晴木 信原幸弘 円地文子　吉田精一 塚原鉄雄
タイトル 旅立ちの日に 情報とウェルビーイング 源氏物語をめぐって 枕草子研究

令和４年
作者 村山由佳 大須賀節雄 井上靖 白洲正子

タイトル 雪のなまえ 思考を科学する 西行・山家集 対話─｢日本文化」について
（西行の漂泊と無常）

令和３年
作者 伊吹有喜 堀部安嗣 蜂飼耳、駒井稔 久保田淳

タイトル 雲を紡ぐ 住まいの基本を考える 鴨長明『方丈記』
文学こそ最高の教養である 無名抄

※一部省略
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専
門
家
の
先
生
が
み
な
さ
ん
の
疑
問
・
不
安
に
ズ
バ
リ
回
答

Ｑ
　
行
き
た
い
高
校
が
決

ま
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

口
コ
ミ
を
見
て
み
る
と
マ

イ
ナ
ス
な
こ
と
し
か
書
か

れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
か
ら

で
も
変
え
る
べ
き
で
し
ょ

う
か
？

　
そ
の
気
持
ち
、
分
か
り
ま

す
。
行
き
た
い
高
校
が
決
ま

っ
て
い
る
の
に
、
口
コ
ミ
で

不
安
に
な
る
の
は
と
て
も
自

然
な
こ
と
で
す
。
で
も
、
口

コ
ミ
だ
け
で
進
路
を
変
え
る

か
ど
う
か
を
決
め
る
の
は
、

ち
ょ
っ
と
も
っ
た
い
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
口
コ
ミ
と
い
う
の
は
、
ど

う
し
て
も
否
定
的
な
（
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
）
意
見
が
目
立
ち

や
す
い
の
で
す
。
満
足
し
て

い
る
人
は
あ
え
て
書
か
な
い

こ
と
も
多
い
し
、
書
く
人
は

何
か
不
満
が
あ
っ
て
発
信
し

て
い
る
場
合
が
多
い
か
ら
で

す
。

　
口
コ
ミ
が
全
部
ウ
ソ
だ
と

は
思
い
ま
せ
ん
。
素
直
な
感

想
や
意
見
を
述
べ
て
い
る
人

の
方
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
た
だ
問
題
な
の
は
、
そ

れ
を
書
い
た
人
の
こ
と
を
、

あ
な
た
自
身
が
ま
っ
た
く
知

ら
な
い
こ
と
で
す
。
自
分
の

親
で
あ
れ
ば
、「
う
ち
の
両

親
な
ら
そ
う
言
う
だ
ろ
う

な
」、
先
生
で
あ
れ
ば
「
う

ち
の
担
任
ら
し
い
意
見
だ

な
」、
親
し
い
友
達
で
あ
れ

ば
、「
あ
の
子
な
ら
そ
ん
な

感
想
を
持
つ
だ
ろ
う
な
」
と

い
う
具
合
に
背
景
も
含
め
て

受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
な
に
せ
正
体
不
明
で

す
。
映
画
や
コ
ン
サ
ー
ト
の

こ
と
な
ら
そ
れ
で
も
い
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
大
事
な

大
事
な
進
路
に
関
わ
る
こ
と

で
す
。
見
ず
知
ら
ず
の
人
の

感
想
や
意
見
よ
り
も
、
あ
な

た
の
事
を
よ
く
知
っ
て
い

て
、
あ
な
た
の
こ
と
を
考
え

て
く
れ
て
い
る
人
の
感
想
や

意
見
を
尊
重
し
た
ほ
う
が
い

い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
何
よ
り
も
重
要
な

の
は
、
自
分
の
目
で
す
。
自

分
の
目
で
確
か
め
ら
れ
る
も

の
は
す
べ
て
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
む
ろ
ん
確
か
め
き
れ
な

い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
際
は
、
あ
な
た
が
知
っ
て

い
る
人
や
あ
な
た
の
こ
と
を

知
っ
て
い
る
人
の
感
想
や
意

見
を
優
先
し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
　
現
在
、
体
調
の
問
題

で
ほ
と
ん
ど
学
校
を
遅
刻

や
欠
席
し
て
い
ま
す
。
親

か
ら
は
全
日
制
の
高
校
を

す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
私
は
通
信
制
も
視
野

に
入
れ
て
い
ま
す
。
体
調

の
こ
と
を
考
え
る
と
通
信

制
の
方
が
良
い
の
で
し
ょ

う
か
。

　
あ
な
た
の
体
調
に
つ
い
て

の
詳
細
は
分
か
り
ま
せ
ん
が

難
し
い
悩
み
だ
と
思
い
ま

す
。

　
高
校
に
は
全
日
制
、
定
時

制
、
通
信
制
な
ど
の
区
分
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
優
劣

の
問
題
で
は
な
く
学
び
方
の

相
違
で
す
。

　
全
日
制
は
毎
日
通
学
す
る

こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
お
り

生
活
の
リ
ズ
ム
も
整
い
や
す

い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。た
だ
、

あ
な
た
の
よ
う
に
体
調
に
不

安
を
抱
え
て
い
る
場
合
は
、

毎
日
の
通
学
が
難
し
く
な

り
、
授
業
に
つ
い
て
行
け
な

く
な
っ
た
り
、
出
席
日
数
が

足
り
な
く
な
っ
た
り
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
通
信
制
の
場
合
は
、
基
本

的
に
通
学
の
負
担
は
少
な

く
、
学
習
の
ペ
ー
ス
も
自
分

の
体
調
に
合
わ
せ
て
調
整
し

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
、
全
日
制
と
比
べ
る
と
部

活
動
や
学
校
行
事
な
ど
を
通

じ
て
の
友
達
と
の
交
流
は
少

な
く
な
り
が
ち
で
す
。

　
親
御
さ
ん
が
全
日
制
を
す

す
め
る
の
は
、
ご
自
身
が
高

校
生
の
時
に
は
全
日
制
や
定

時
制
と
い
う
選
択
が
一
般
的

で
、
通
信
制
は
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
特
別
な
選
択
と
見
ら

れ
て
い
た
か
ら
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
言
い
方

を
し
て
は
失
礼
で
す
が
、
通

信
制
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
や

情
報
が
何
十
年
も
前
の
も
の

で
、
そ
の
後
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
仮
に
そ
う
だ
と
し

た
ら
、
通
信
制
高
校
の
現
在

の
姿
に
つ
い
て
、
親
子
で
研

究
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　
あ
な
た
の
体
調
を
最
優
先

に
考
え
た
と
き
、
通
信
制
は

か
な
り
有
力
な
選
択
肢
に
な

り
う
る
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、も
う
一
つ
大
事
な
の
は
、

高
校
で
何
を
学
び
た
い
か

や
、
将
来
ど
ん
な
方
向
に
進

み
た
い
か
で
す
。
通
信
制
で

あ
れ
全
日
制
で
あ
れ
高
校
進

学
に
は
目
的
が
あ
る
は
ず
で

す
か
ら
、
そ
こ
も
含
め
て
総

合
的
に
判
断
す
る
べ
き
で
し

ょ
う
。

Ｑ
　
中
３
で
す
。
数
学
の

テ
ス
ト
で
計
算
ミ
ス
を
し

て
い
つ
も
点
を
落
と
し
て

し
ま
い
ま
す
。
受
験
本
番

で
は
そ
の
１
点
が
合
否
を

分
け
る
か
も
し
れ
な
い
の

で
緊
張
し
て
い
て
も
計
算

ミ
ス
を
し
な
い
方
法
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　
受
験
で
１
点
が
合
否
を
分

け
る
の
は
そ
の
と
お
り
で

す
。
高
校
受
験
で
は
学
校
の

成
績
や
模
試
の
成
績
な
ど
を

も
と
に
合
格
可
能
性
の
高
い

学
校
を
受
け
る
の
が
一
般
的

で
す
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ぞ

れ
の
学
校
に
は
同
程
度
の
学

力
を
持
っ
た
受
験
生
が
集
中

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
で

す
か
ら
１
点
、
２
点
の
差
が

大
き
な
意
味
を
持
つ
の
で

す
。

　
計
算
ミ
ス
は
、
軽
く
見
ら

れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
つ

ま
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注

意
で
あ
り
、
実
力
が
な
か
っ

た
わ
け
で
な
い
と
み
な
す
の

で
す
。
し
か
し
、
世
の
中
で

は
不
注
意
に
よ
る
ミ
ス
（
ケ

ア
レ
ス
ミ
ス
）
は
そ
の
人
の

実
力
の
一
部
と
み
な
さ
れ
ま

す
。
今
の
う
ち
か
ら
原
因
を

究
明
し
て
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
を

し
な
い
人
に
な
り
ま
し
ょ

う
。

　
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
に
は
人
そ

れ
ぞ
れ
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
ま
ず
自
分
の
ミ

ス
に
は
ど
ん
な
傾
向
が
あ
る

か
を
探
り
ま
し
ょ
う
。
た
と

え
ば
「
カ
ッ
コ
を
は
ず
す
と

き
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
を
し
ば

し
ば
間
違
え
る
」
と
い
う
傾

向
が
あ
る
こ
と
を
強
く
意
識

し
て
い
れ
ば
、
そ
の
場
面
が

来
た
と
き
に
自
分
自
身
で
注

意
信
号
を
発
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。「
計
算
ミ
ス
で
い

つ
も
点
を
落
と
し
て
い
る
」

の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
犯

し
た
ミ
ス
の
一
覧
表
を
作
っ

て
み
る
の
も
い
い
で
し
ょ

う
。

　
計
算
ミ
ス
な
ど
は
見
直
し

に
よ
っ
て
ほ
ぼ
解
消
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
同
じ
問
題

を
２
回
計
算
す
れ
ば
だ
い
た

い
誤
り
は
見
つ
か
る
で
し
ょ

う
。
見
直
し
の
時
間
を
作
る

に
は
計
算
ス
ピ
ー
ド
を
速
く

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
実
力
と
は
、
い
つ
、
い
か

な
る
状
況
で
も
出
せ
る
力
の

こ
と
で
す
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

て
い
る
時
は
出
せ
る
が
、
緊

張
し
て
い
る
時
は
出
せ
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
実
力

で
は
な
い
か
ら
で
す
。
ま
だ

受
験
ま
で
に
は
間
が
あ
り
ま

す
。
真
の
実
力
を
身
に
つ
け

て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
　
部
活
を
引
退
し
て
勉

強
モ
ー
ド
に
切
り
替
え
た

も
の
の
、集
中
が
続
か
ず
、

夏
休
み
の
計
画
通
り
に
進

ま
な
か
っ
た
で
す
。
こ
の

ま
ま
秋
以
降
ど
う
な
る
か

不
安
で
す
。
何
か
ら
手
を

つ
け
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う

か
。

　
夏
休
み
に
計
画
通
り
進
ま

な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

秋
以
降
も
そ
の
ま
ま
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
の
で
、
気
持

ち
を
切
り
替
え
て
く
だ
さ

い
。

　
夏
休
み
に
で
き
な
か
っ
た

こ
と
を
数
え
上
げ
て
も
あ
ま

り
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
、
で
き
た
こ
と
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。
夏
休
み
に
で

き
た
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の

勉
強
の
土
台
に
な
る
わ
け
で

す
。
そ
の
土
台
の
上
に
い
ろ

い
ろ
な
知
識
を
積
み
重
ね
て

い
け
ば
、
そ
れ
が
柱
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
決
し
て
、
夏

休
み
に
で
き
な
か
っ
た
こ
と

を
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
い
い

と
言
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
あ
な
た
に
今
必
要

な
の
は
不
安
を
消
し
去
り
、

自
信
を
持
つ
こ
と
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
で
き
な
か
っ

た
こ
と
よ
り
も
、
で
き
た
こ

と
を
確
認
し
た
ほ
う
が
い
い

の
で
す
。
自
信
が
つ
い
て
き

て
か
ら
、
夏
休
み
の
や
り
残

し
に
取
り
か
か
り
ま
し
ょ

う
。
以
上
が
、
何
か
ら
手
を

つ
け
れ
ば
い
い
か
に
つ
い
て

の
回
答
で
す
。

　
次
に
勉
強
モ
ー
ド
に
切
り

替
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

集
中
が
続
か
な
か
っ
た
問
題

で
す
。
一
つ
の
原
因
と
考
え

ら
れ
る
も
の
に
環
境
作
り
が

あ
り
ま
す
。
勉
強
し
よ
う
と

い
う
気
持
ち
に
な
る
か
ど
う

か
は
環
境
に
も
影
響
さ
れ
ま

す
。
机
の
上
に
勉
強
と
関
係

な
い
も
の
が
置
い
て
な
か
っ

た
か
ど
う
か
、
手
の
届
く
所

に
ス
マ
ホ
を
置
い
て
い
な
か

っ
た
か
ど
う
か
な
ど
、
勉
強

に
集
中
で
き
る
環
境
を
作
れ

て
い
た
か
ど
う
か
を
振
り
返

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
学
習
計
画
を
立
て

る
と
き
に
、「
で
き
れ
ば
～

し
た
い
」
と
い
っ
た
願
望
を

含
め
て
い
な
か
っ
た
ど
う
か

も
振
り
返
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
勉
強
モ
ー
ド
に
入
る
と

い
う
の
は
、
単
に
気
分
の
こ

と
を
言
う
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。や
る
ぞ
と
い
う
意
志
に
、

現
実
的
な
計
画
と
環
境
作
り

が
加
わ
っ
て
は
じ
め
て
勉
強

モ
ー
ド
が
完
成
す
る
の
で

す
。

●
受
験
に
関
す
る
み
な
さ
ん

の
疑
問
や
不
安
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。
勉
強
法
や
志
望
校

の
選
び
方
な
ど
を
は
じ
め
、

受
験
で
気
に
な
っ
て
い
る
こ

と
な
ら
な
ん
で
も
大
丈
夫
！

保
護
者
の
方
の
疑
問
も
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

専
用
フ
ォ
ー
ム
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東
京
入
試
情
報

い
よ
い
よ
秋
の
陣
、志
望
校
選
択
の
時
期
だ

令
和
８
年
度
入
試高

校
は
、
君
た
ち
を
迎
え
る
準
備
を
整
え
て
い
る

　
東
京
都
教
育
庁
か
ら
、
令

和
８
年
３
月
の
公
立
中
学
校

卒
業
生
の
進
路
状
況
が
発
表

さ
れ
た
。

　
受
験
生
は
、
感
染
症
予
防

の
た
め
大
規
模
な
相
談
会
や

各
校
の
入
試
説
明
会
が
予
約

制
・
定
員
制
と
な
る
な
ど
制

約
が
続
い
て
い
た
こ
と
。

　
ま
た
、
私
立
高
校
入
学
者

に
対
す
る
助
成
金
制
度
が
大

幅
に
見
直
さ
れ
た
こ
と
。
こ

う
し
た
変
化
が
志
望
校
確
定

ま
で
に
影
響
を
与
え
て
い
た
。

　
さ
ら
に
、
都
立
入
試
で
は

男
女
合
同
選
抜
が
２
年
目
を

迎
え
、
倍
率
が
読
み
に
く
い

状
況
も
続
い
て
い
た
よ
う
だ
。

　
卒
業
生
は
７
８
，
９
０
１

人
で
、
前
年
よ
り
59
人
減
少

し
た
。
一
方
、
都
立
全
日
制

で
は
８
学
級
３
２
０
人
の
募

集
人
員
減
を
実
施
し
て
い
た
。

　
高
校
等
へ
の
進
学
者
は

98
・
４
％
で
、
前
年
よ
り

０・１
％
低
下
。

　
全
日
制
進
学
者
は
86
・
５

％
で
、
そ
の
内
訳
は
都
立
高

校
約
56
％
、
都
内
私
立
約
38

％
、
都
外
約
５
％
な
ど
と
な

っ
て
い
る
。

　
来
春
の
卒
業
予
定
者
は
、

今
春
よ
り
２
０
０
人
程
度
増

加
す
る
見
込
み
だ
（
東
京
都

教
育
人
口
推
計
値
よ
り
）。

　
こ
の
た
め
、
３
ク
ラ
ス
程

度
の
募
集
増
が
予
想
さ
れ

る
。
学
科
の
改
編
や
募
集
人

員
の
増
減
と
合
わ
せ
て
、
こ

う
し
た
変
化
は
人
気
動
向
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能

性
が
高
い
。

　
10
月
に
は
、
８
年
度
入
試

に
向
け
た
各
校
の
募
集
人
員

が
発
表
さ
れ
る
。

　
６
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
る
「Society5.0

を
支
え

る
工
業
高
校
の
実
現
に
向
け

た
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

は
、
以
下
の
改
編
が
行
わ
れ

て
い
る
。

・
都
立
科
学
技
術
→
科
学
技

術
科
の
一
部
を
創
造
理
数
科

に
改
編
。

・
中
野
工
科
→
キ
ャ
リ
ア
技

術
科
を
食
品
サ
イ
エ
ン
ス
科

に
改
編
。

・
杉
並
工
科
→
機
械
・
電

子
・
理
工
環
境
の
各
科
を
統

合
し
Ｉ
Ｔ
・
環
境
科
に
再
編
。

・
北
豊
島
工
科
→
総
合
技
術

科
を
都
市
防
災
技
術
科
に
改

編
。

４
校
に
新
し
い
学
科
が
誕
生

し
て
い
る
。

７
年
度
で
は
、

・
六
郷
工
科
→
こ
れ
ま
で
の

５
学
科
を
も
の
づ
く
り
工
学

科
に
再
編
し
た
。

　
８
年
度
の
再
編
の
予
定
で

は
、
全
日
制
で
は
、
深
沢
︱

普
通
科
の
教
育
課
程
や
教
育

相
談
体
制
の
充
実
の
た
め
に

新
タ
イ
プ
の
学
校
へ
。

　
定
時
制
課
程
で
は
、
六
本

木
と
大
江
戸
で
１
ク
ラ
ス
の

学
級
増
を
行
う
ほ
か
、
小
山

台
、
桜
町
、
大
山
、
葛
飾
商

業
、
蔵
前
工
科
、
北
豊
島
工

科
の
６
校
が
募
集
停
止
と
な

る
予
定
だ
。

　
ま
た
、
今
後
、
新
国
際
高

校
（
仮
称
）　
国
際
科
の
開
校

に
も
注
目
が
あ
つ
ま
る
。

　
夏
休
み
が
明
け
、
い
よ
い

よ
受
験
に
向
け
た
重
要
な
時

期
に
突
入
し
た
。

　
例
年
、
都
の
有
識
者
に
よ

る
「
入
学
者
選
抜
検
討
委
員

会
」
の
報
告
を
基
に
、
都
教

育
庁
が
入
試
制
度
の
検
討
を

重
ね
、
９
月
下
旬
ま
で
に
入

試
要
綱
や
各
校
の
選
抜
方
法

が
発
表
さ
れ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
や
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染
症
へ
の

配
慮
も
、
７
年
度
入
試
に
盛

り
込
ま
れ
て
い
た
。

・
推
薦
・
一
般
選
抜
の
出
願

は
原
則
Ｗ
Ｅ
Ｂ
出
願
と
す

る
。

・
推
薦
・
一
般
選
抜
の
検
査

は
、原
則
１
日
で
実
施
す
る
。

・
合
格
発
表
は
、
掲
示
と
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
と
す
る
。

・
不
合
格
者
へ
の
得
点
開
示

は
、
入
学
手
続
き
翌
日
か
ら

と
す
る
。

・
７
年
度
か
ら
推
薦
で
の
集

団
討
論
は
解
禁
と
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
制
度
面
の
変
化

が
あ
る
一
方
で
、
感
染
症
へ

の
注
意
は
引
き
続
き
重
要
な

入
試
対
策
だ
。

　
９
月
以
降
、
多
く
の
都

立
・
私
立
高
校
で
学
校
説
明

会
や
入
試
説
明
会
、
体
験
入

学
が
実
施
さ
れ
る
。

　
受
験
生
に
学
校
の
雰
囲
気

や
施
設
、
部
活
な
ど
を
体
感

し
て
も
ら
い
、
学
校
選
択
の

参
考
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
私
立
高
校
で
は
12

月
中
旬
ま
で
に
、
生
徒
・
保

護
者
対
象
の
個
別
相
談
を
行

う
学
校
が
多
い
。

　
個
別
相
談
で
は
、
通
知
表

や
各
種
検
定
、
そ
の
他
の
資

料
な
ど
を
基
に
「
合
格
の
可

能
性
を
判
定
す
る
機
会
」
や

「
個
人
的
な
質
問
に
答
え
る

場
」
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
だ
。

　
ま
た
、
説
明
会
や
相
談
会

へ
の
参
加
は
、
合
否
の
予
測

だ
け
で
な
く
、
学
校
と
自
分

の
相
性
や
、
高
校
生
活
を
垣

間
見
る
機
会
と
し
て
も
利
用

し
て
お
き
た
い
。

　
説
明
会
や
相
談
会
に
参
加

し
た
ら
、
担
任
の
先
生
に
報

告
し
て
お
こ
う
。
き
っ
と
良

い
ア
ド
バ
イ
ス
が
も
ら
え
る

は
ず
だ
。

　
私
立
高
校
に
は
学
校
ご
と

に
異
な
る
コ
ー
ス
や
入
試
制

度
が
あ
る
。
希
望
す
る
コ
ー

ス
や
利
用
し
た
い
制
度
、
出

願
基
準
な
ど
を
事
前
に
調
べ

て
お
く
こ
と
も
必
要
だ
。

　
高
校
を
見
て
、
触
れ
て
、

感
じ
て
、
自
分
に
合
っ
た
志

望
校
と
出
会
っ
て
ほ
し
い
。

　
都
立
・
私
立
高
校
生
に
対

し
て
国
か
ら
就
学
支
援
金
と

い
う
助
成
金
が
付
く
。
７
年

度
で
は
都
で
は
、
家
庭
の
年

収
の
目
安
や
、
授
業
料
支
援

の
限
度
額
が
廃
止
さ
れ
、
都

立
で
は
、
全
員
授
業
料
が
無

償
と
な
り
、
私
立
で
は
、
都

外
進
学
者
を
含
め
て
全
員

49
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ま
で
の
授
業
料
が
助

成
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

　
私
学
入
学
者
に
対
す
る
公

的
な
助
成
金
の
充
実
に
よ
っ

て
、学
費
に
と
ら
わ
れ
な
い
、

よ
り
自
由
に
学
校
選
択
で
き

る
時
代
に
な
っ
て
い
る
。

　
い
よ
い
よ
受
験
生
は
、『
志

望
校
の
選
択
』
の
時
期
に
突

入
す
る
。

（
岩
佐
教
育
研
究
所

　
岩
佐
桂
一
）

　
間
も
な
く
令
和
８
年
度
の
都
立
高
校
入
試
に
関
す
る
入
試
選
抜
要
綱
が
発
表
さ
れ
、
10

月
に
は
各
校
の
募
集
人
員
が
公
表
さ
れ
る
。

　
そ
ん
な
中
、
今
春
の
中
学
校
卒
業
生
の
進
路
状
況
が
発
表
さ
れ
た
。

　
都
立
が
男
女
合
同
選
抜
へ
移
行
し
て
２
年
目
を
迎
え
、
さ
ら
に
私
学
の
授
業
料
助
成
　

の
拡
大
な
ど
も
あ
り
、
不
安
を
乗
り
越
え
て
見
事
に
進
路
を
切
り
拓
い
た
先
輩
た
ち
の
姿

が
、
数
字
の
中
に
表
れ
て
い
る
。

　
８
年
度
の
都
立
高
校
入
試
は
、
分
割
募
集
が
廃
止
さ
れ
、
推
薦
入
試
と
前
期
募
集
で
実

施
さ
れ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
９
月
に
は
要
綱
が
、
10
月
に
は
募
集
人
員
が
公
表

さ
れ
る
。

　
次
は
君
た
ち
が
、
本
気
で
受
験
に
挑
戦
す
る
番
だ
。

先
輩
た
ち
の
努
力
の
跡
が
今

春
の
中
学
卒
業
生
の
進
路
に

都
立
高
校
の
新
た
な
学
科
改

編
も
志
望
校
の
検
討
材
料
に

ま
も
な
く
入
試
選
抜
要
綱

が
発
表
さ
れ
る

説
明
会
・
相
談
会
に
参
加

し
て
、
志
望
校
と
出
会
お
う

学
費
を
気
に
せ
ず
、
学
校

を
選
択
で
き
る
時
代


